
前4世紀におけるアテ-ナイ植民者の市民権(前野)

前
4
世
紀
に
お
け
る
ア
テ
-
ナ
イ
植
民
者
の
市
民
権

「
レ
-
ム
ノ
ス
人
」
か
ら
「
レ
-
ム
ノ
ス
に
住
む
ア
テ
-
ナ
イ
人
」
　
へ

前
　
　
野
　
l
　
弘
.
　
志

は

じ

め

に

「
レ
I
ム
ノ
ス
人
」
か
ら

「
レ
ー
ム
ノ
ス
に
住
む
ア
テ
ー
ナ
イ
人
」
　
へ

古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
歴
史
的
国
家
形
態
で
あ
る
ポ
リ
ス
に
は
'

近
代
的
な
意
味
で
の
国
号
と
い
う
も
の
は
な
く
'
ポ
リ
ス
市
民
は
自
分

た
ち
の
国
を
例
え
ば
複
数
で
「
ア
テ
-
ナ
イ
人
」
と
か
「
ラ
ケ
ダ
イ
モ

ン
人
」
と
い
う
よ
う
に
'
市
民
の
総
体
と
し
て
表
現
し
て
い
た
。
こ
の

こ
と
は
ポ
リ
ス
が
人
的
結
合
体
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
の
端
的
な
現
わ

(
-
)

れ
で
あ
る
。
実
際
に
'
ポ
リ
ス
と
は
'
例
外
的
に
大
き
な
ア
テ
-
ナ
イ

の
場
合
で
さ
え
も
'
市
民
人
口
が
前
5
世
紀
に
3
万
か
ら
4
万
'
前
4

世
紀
末
に
は
2
万
'
領
土
面
積
も
佐
賀
県
程
度
に
過
ぎ
ず
'
普
通
の
ポ

リ
ス
は
市
民
人
口
数
百
人
か
ら
千
人
、
せ
い
ぜ
い
数
千
人
と
い
っ
た
程

度
の
非
常
に
小
さ
な
国
家
で
あ
っ
た
。
し
か
し
'
小
さ
い
と
は
言
え
'

千
単
位
や
万
単
位
の
市
民
が
い
き
な
り
一
つ
の
人
的
結
合
体
を
形
成
し

て
い
た
の
で
は
な
い
。
市
民
と
ポ
リ
ス
の
問
に
は
'
数
十
人
か
ら
百
人

程
度
の
規
模
の
デ
ー
モ
ス
や
プ
ラ
ト
リ
ア
と
い
っ
た
中
間
団
体
が
多
数

存
在
し
'
そ
こ
に
こ
そ
相
識
性
の
高
い
社
会
が
実
現
さ
れ
'
そ
れ
ら
一

つ
一
つ
が
強
い
自
立
性
を
持
っ
た
人
的
結
合
体
を
形
成
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
従
っ
て
ポ
リ
ス
は
'
そ
の
よ
う
な
諸
人
的
結
合
体
の
重
層
的
な

総
体
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
古
典
期
の
ギ
リ
シ
ア
人
は
'
こ
の
よ

う
な
国
家
形
態
に
最
高
の
価
値
を
認
め
'
そ
の
中
で
こ
`
そ
彼
等
の
真
価

を
発
揮
し
'
独
自
の
文
明
を
築
く
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

ポ
リ
ス
は
ど
の
よ
う
に
し
て
衰
退
し
た
の
か
。
小
稿
で
は
こ
の
問
題

に
'
植
民
活
動
と
い
う
視
点
か
ら
の
接
近
を
試
み
た
い
。
ポ
リ
ス
と
い

う
小
さ
な
国
家
を
維
持
し
で
い
く
た
め
に
は
'
相
対
的
な
余
剰
人
口
を

常
に
排
出
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
'
こ
の
排
出
行
為
が
植
民
活
動

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
'
植
民
活
動
と
は
'
ポ
リ
ス
の
維
持
・
再
生
産
の

営
み
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
れ
な
ら
ば
'
植
民
活
動
を
観
察
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
'
ポ
リ
ス
の
衰
退
の
過
程
を
跡
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
は
な
い
か
。
小
稿
で
注
目
す
る
の
は
'
植
民
者
の
呼
称
の
変
化
で
あ
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る
。
例
え
ば
'
母
市
か
ら
海
路
3
日
も
離
れ
た
レ
-
ム
ノ
ス
島
及
び
イ

ム
ブ
ロ
ス
島
へ
の
植
民
者
が
'
前
5
世
紀
に
お
い
て
は
'
母
市
市
民
か

ら
「
レ
-
ム
ノ
ス
人
」
或
い
は
レ
-
ム
ノ
ス
の
2
つ
の
都
市
の
名
に
因

ん
で
　
「
ミ
ュ
リ
ナ
人
」
「
へ
1
7
ァ
イ
ス
テ
ィ
ア
人
」
及
び
「
イ
ム
ブ

o

ロ
ス
人
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
に
'
前
4
世
紀
に
お
い
て
は
'
「
ミ

ユ
リ
ナ
に
住
む
ア
テ
-
ナ
イ
人
」
「
へ
-
フ
ァ
イ
ス
テ
ィ
ア
に
住
む
ア

チ
-
ナ
イ
人
」
或
い
は
「
イ
ム
プ
ロ
ス
に
住
む
ア
テ
-
ナ
イ
人
」
と
名

G
>

乗
る
よ
う
に
な
り
'
そ
れ
と
呼
応
し
て
ア
テ
-
ナ
イ
に
住
む
ア
テ
-
ナ

c
円

イ
人
も
ま
た
彼
等
を
「
我
々
の
市
民
」
'
そ
れ
ら
の
島
々
を
「
我
々
の

C
D

財
産
」
t
　
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
現
象
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
「
ア
テ
I

ナ
イ
人
」
と
い
う
人
的
結
合
体
が
あ
た
か
も
海
を
超
え
て
拡
大
し
た
か

(
6
)

の
よ
う
な
印
象
を
与
え
'
ポ
リ
ス
の
本
質
に
関
わ
る
変
化
の
一
つ
の
指

ヽ

標
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

小
稿
で
は
'
ま
ず
こ
の
呼
称
の
変
化
の
背
景
と
原
因
を
前
5
世
紀
末

か
ら
前
4
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ア
テ
-
ナ
イ
の
軍
事
的
敗
北
と
政
治
的

危
機
に
求
め
'
次
に
こ
の
現
象
を
母
市
と
植
民
市
の
実
質
的
な
結
合
'

言
い
替
え
る
と
母
市
の
拡
大
と
見
な
し
へ
　
最
後
に
母
市
の
拡
大
に
対
す

る
ポ
リ
ス
的
価
値
観
の
側
か
ら
の
抵
抗
を
明
ら
か
に
す
る
。
以
上
の
考

察
を
通
し
て
'
前
4
世
紀
に
お
け
る
ポ
リ
ス
的
理
想
と
現
実
の
葛
藤
が

明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

註
(
-
)
　
小
稿
は
'
ォ
ー
サ
o
>
o
サ
m
年
度
広
島
史
学
研
究
会
大
会
で
開
か
れ
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
　
「
人
的
結
合
と
支
配
の
論
理
」
に
お
い
て
西
洋
史
か
ら
報
告

し
た
「
前
4
世
紀
に
お
け
る
ア
テ
-
ナ
イ
植
民
者
の
市
民
権
　
そ
の
可

変
性
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題
す
る
発
表
に
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ

l
a
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ォ
N
)
　
①
頁
納
表
'
括
弧
内
は
年
代
　
A
e
/
m
o
/
-
C
/
A
/
.
2
2
8
.
1
.
(
4
5
2
)
;

一

E

<

l

>

c

a

o

T

i

E

C

-

C

M

.

I

.

2

2

7

.

2

.

(

4

5

3

)

H

 

C

I

A

.

I

.

2

3

3

.

1

.

(

4

4

7

)

;

C
I
A
.
I
.
2
3
3
.
2
.
(
4
4
7
)
;
C
I
A
.
I
.
2
3
5
.
4
.
(
4
4
5
)
;
C
I
A
.
I
.
2
3
6
.

5

.

(

4

4

4

)

;

　

C

I

A

.

I

.

2

3

7

.

5

.

(

4

4

3

)

;

　

C

I

A

.

I

.

2

3

8

.

5

.

(

4

4

2

)

‥

C
I
A
.
I
.
2
3
9
.
1
.
(
4
4
1
)
"
C
I
A
.
I
.
2
4
2
.
4
.
(
4
3
8
)
;
　
M
v
p
i
v
a
i
o
i

=
C
I
A
.
I
.
2
3
3
.
2
.
(
4
4
7
)
;
　
C
I
A
.
I
.
2
3
5
.
4
.
(
4
4
5
)
;
　
C
I
A
.
I
.

2
3
6
.
5
.
(
4
4
4
)
;
C
I
A
.
I
.
2
3
7
.
5
.
(
4
4
3
)
;
C
I
A
.
I
.
2
3
8
.
5
.
(
4
4
2
)
;

C

I

A

.

I

.

2

3

9

.

2

.

(

4

4

1

)

‥

'

蝣

¥

n

B

p

i

o

i

=

C

I

A

.

I

.

2

3

3

.

2

.

(

4

4

7

)

;

C

I

A

.

I

.

2

3

4

.

5

.

(

4

4

6

)

;

　

C

I

A

.

I

.

2

3

7

.

5

.

(

4

4

3

)

‥

C

I

A

.

I

.

2

3

8

.

5
.
(
4
4
2
)
;
C
M
.
7
.
2
3
9
.
1
.
(
4
4
1
)
.
◎
母
市
に
お
け
る
戦
死
者
名
簿
t

A

n

u

v

i

c

o

v

k

y

M

v

p

i

v

l

宍

]

,

I

G

.

P

9

A

l

.

(

4

3

1

-

4

0

4

)

;

A

n

u

v

i

o

i

,

I

G

.

^
9
4
8
.
(
4
3
1
-
4
0
4
)
.
文
献
史
料
の
場
合
'
'
A
v
r
i
S
c
o
p
o
i
;
A
晋
v
/
o
c

u
o
v
v
o
q
 
t
c
o
v
 
o
v
v
 
B
a
o
t
X
e
i
.
E
A
よ
く
W
く
,
H
d
t
.
8
.
l
l
.
(
4
9
0
)
‥
K
C
a

.
t
l
u
f
i
p
i
o
t
k
乱
A
r
j
f
t
v
i
o
i
,
T
h
u
c
.
3
.
5
.
1
.
(
4
2
8
)
;
A
壱
v
i
o
v
c
&
b
K
o
i

'
l
u
B
p
i
o
o
Q
 
m
b
g
 
n
a
p
d
v
c
a
c
,
T
h
u
c
.
4
.
2
8
.
4
.
(
4
2
5
)
;
　
K
a
)

A
n
f
i
v
i
c
o
v
 
K
o
a
'
I
f
i
f
i
p
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;
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c
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b
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C
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w
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b
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u
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B

p

i

o

i

,

T

h

u

c

.

7

.

5

7

.

2

.

(

4

1

5

)

;

　

K

c

H

A

h

i

晶

r

a

t

,

d

i

 

t

o

t

e

 

A

Y

y

i
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l

x

o

v

,

T

h

u

c

.

7

.

5

7

.

2

.

(

4

1

5

)

;

K
c
d
'
i
l
1
.
E
a
x
i
a
i
牙
　
o
i
'
t
v
 
E
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l
a
'
E
o
z
i
e
a
a
v
 
o
l
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t
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C
.
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h
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7
.
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p
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{
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i
 
m
l
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昔
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v
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l
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^
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v
c
d
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o
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=
T
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c
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E
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O
a
K
I
O
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I
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o
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r
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t
f
K
k
n
p
o
v
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t
o
v
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a
s
;
)
,
H
d
t
.
6
.
1
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0
.

(
4
9
0
)
.
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前4世紀におけるアテーナイ植民者の市民権(前野)

(
3
)
　
植
民
市
に
お
け
る
評
議
会
及
び
民
会
決
議
碑
文
t
 
z
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/
j
u
c
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i
 
T
t
o
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O
n
v
a
l
c
o
v
 
z
S
>
v
 
e
'
[
v
]
[
M
u
p
/
v
」
/
]
.
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8
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3
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5
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台

i
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O
[
n
v
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a
/
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o
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6
i
[
v
 
M
v
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Y
i
v
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¥
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S
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.
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.
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3
4
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n
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r
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u
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p
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8
.
5
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?
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p
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.
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.
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p
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]

[
.
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o
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v
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I
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.
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I
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.
8
.
9
.
(
?
)
;
[
6
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f
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6
'
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c
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v
 
t
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S
v
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v
 
M
v
p
i
v
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i
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I
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.
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I
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.
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n
l
p
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b
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i
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[
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;
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H
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I
I
.
8
.
2
6
.
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;
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w
 
d
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.
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(
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r
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.
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史
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p
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p

p

d

v

t

j

o

o

v

 

f

i

n

o

y

v

o
i
'
n
o
X
l
x
c
a
,
A
e
s
c
h
.
2
.
7
2
.
(
3
4
3
)
.

(
5
)
　
文
献
史
料
t
 
T
a
V
T
a
c
(
-
A
却
u
v
o
の
,
 
'
t
l
u
B
p
o
の
,
Y
.
K
v
p
o
<
;
)
　
d
e

l
o
a
n
e
p
 
t
o
甘
x
a
i
o
く
e
T
v
c
o
'
A
O
r
i
v
a
i
c
o
v
,
X
e
n
.
H
e
l
l
.
5
.
1
.
3
1
.

(
3
8
6
)
;
　
T
a
v
v
烏
(
=
A
n
j
/
v
o
?
,
'
、
l
u
B
p
o
g
,
t
n
v
p
o
の
)
'
A
6
i
j
v
a
i
c
o
v

e
l
v
a
i
,
A
n
d
o
k
.
3
.
1
5
.
(
3
9
1
)
;
'
、
¥
u
B
p
o
く
u
k
v
K
c
a
A
f
j
f
t
v
o
v
o
V
a
烏

'

A

B

n

v

c

d

u

)

く

,

D

M

.

1

6

.

2

1

.

2

.

(

3

5

6

/

5

)

,

n

e

p

i

 

A

f

i

n

v

o

v

 

K

a

i

T
H
p
f
i
p
o
u
 
K
c
t
)
T
.
K
v
p
o
v
,
t
S
v
 
f
i
n
e
x
t
p
m
v
 
K
x
r
¥
p
賢
c
o
v
,
A
i
s
c
h
.
2
.

7
2
.
(
3
4
3
)
.
t
S
v
 
t
却
C
 
n
o
X
e
c
o
c
 
t
C
T
l
j
f
i
幹
c
u
v
　
(
=
A
却
H
v
o
z
)
,

DemosthA.27.(351).

(
6
)
　
以
下
へ
　
こ
の
呼
称
の
変
化
の
現
象
を
便
宜
的
に
「
レ
-
ム
ノ
ス
人
」

か
ら
「
レ
-
ム
ノ
ス
に
住
む
ア
テ
-
ナ
イ
人
」
　
へ
と
表
現
す
る
こ
と
と

a
s
s第

1
章
　
呼
称
の
変
化
の
原
因

1
 
4
　
入
れ
替
わ
り
の
可
能
性
の
検
討

こ
の
呼
称
の
変
化
の
原
因
と
し
て
、
ま
ず
植
民
者
の
入
れ
替
わ
り
の

(
-
)

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
'
前
5
世
紀
に
お
い
て
「
レ
-
ム
ノ
ス

人
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
植
民
者
は
'
前
4
0
4
年
の
敗
北
の
際
に
ア
ッ

テ
ィ
カ
の
外
に
い
る
ア
テ
-
ナ
イ
人
が
リ
ユ
サ
ン
ド
ロ
ス
に
よ
っ
て
強

リ
e
j
:

制
帰
国
さ
せ
ら
れ
た
時
'
島
は
先
住
民
に
返
還
さ
れ
た
が
へ
　
そ
の
後
ア

テ
I
ナ
イ
は
再
び
同
島
を
占
頒
L
t
前
3
9
4
年
ま
で
に
新
た
に
「
レ
-

ム
ノ
ス
に
住
む
ア
テ
-
ナ
イ
人
」
と
呼
ば
れ
る
植
民
者
を
送
り
出
し
た

と
す
る
解
釈
で
あ
る
o
事
情
は
イ
ム
ブ
ロ
ス
と
ス
キ
ュ
ロ
.
T
t
に
つ
い
て

も
同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
入
れ
替
わ
り
説
は
、
植
民
者
の
追
放
を
前

提
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
'
こ
の
前
提
は
本
当
に
成
り
立
つ

の
で
あ
ろ
う
か
。
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鍵
と
な
る
史
料
は
'
ア
ン
ド
キ
デ
ー
ス
の
証
言
で
あ
る
。
彼
は
'
前

2
9
1
年
の
ア
テ
-
ナ
イ
・
ス
パ
ル
タ
間
の
和
平
締
結
の
た
め
に
ス
パ

ル
タ
を
訪
れ
た
使
節
の
7
人
で
あ
っ
た
が
'
今
回
の
和
平
条
件
が
い
か

に
穏
和
な
も
の
で
あ
る
か
を
'
前
4
0
4
年
の
和
平
条
約
と
の
比
較
に

ぉ
い
て
説
明
し
'
和
平
締
結
を
力
説
し
た
。
そ
の
中
で
彼
は
'
レ
1
.
 
A

ノ
ス
・
イ
ム
ブ
ロ
ス
・
ス
キ
ュ
ロ
ス
の
3
植
民
市
に
関
し
て
次
の
よ
う

に
言
及
し
て
い
る
。
「
レ
-
ム
ノ
ス
・
イ
ム
ブ
ロ
ス
・
ス
キ
ュ
ロ
ス
は
'

か
つ
て
は
　
(
前
4
0
4
年
)
　
所
有
す
る
も
の
が
所
有
す
べ
き
こ
と

(
f
e
'
r
e
i
v
t
o
耳
'
e
x
o
v
r
a
c
)
が
決
議
さ
れ
た
が
'
し
か
し
今
回
は
　
(
前

3
9
1
年
)
我
々
の
も
の
た
る
べ
き
こ
と
　
(
r
j
u
e
r
e
p
月
軸
i
v
a
a
)
が
提

1
e
i
I

案
さ
れ
た
。
」
　
こ
こ
に
見
ら
れ
る
「
所
有
す
る
も
の
が
所
有
す
べ
き
こ

と
」
と
い
う
一
節
は
何
を
指
し
て
い
る
の
か
。
通
説
で
は
'
こ
れ
が
リ

ュ
サ
ン
ド
ロ
ス
の
帰
国
命
令
と
同
一
視
さ
れ
'
島
を
先
住
民
に
返
還
す

べ
き
こ
と
と
解
釈
さ
れ
る
が
'
果
た
し
て
そ
の
よ
う
に
読
め
る
の
か
。

こ
の
こ
と
を
検
証
す
る
た
め
に
は
'
こ
の
一
節
を
こ
れ
ら
3
島
を
巡

る
一
連
の
平
和
条
約
の
文
脈
の
中
で
読
む
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
前
4
0

1

5
年
に
ス
パ
ル
タ
が
ア
テ
-
ナ
イ
に
提
案
し
た
平
和
条
約
に
は
「
ア
ッ

テ
ィ
カ
に
加
え
て
'
レ
-
ム
ノ
ス
・
イ
ム
ブ
ロ
ス
・
ス
キ
ュ
ロ
ス
を
持

(
4
)

つ
べ
き
こ
と
　
(
'
s
'
x
o
v
t
i
月
)
」
が
保
証
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
前
3
9
1

年
の
ス
.
パ
ル
タ
・
ア
テ
-
ナ
イ
会
談
で
は
'
ア
テ
-
ナ
イ
人
は
「
レ
-

ム
ノ
ス
・
イ
ム
ブ
ロ
ス
・
ス
キ
ュ
.
ロ
ス
が
奪
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
'
諸
都
市
と
島
々
が
自
治
独
立
た
る
こ
と
　
(
a
b
x
o
v
o
u
o
v
c
…
.

(
・
/
>
)

h
v
o
a
)
が
同
意
さ
れ
る
こ
と
」
を
恐
れ
た
。
そ
し
て
前
3
8
6
年
の

王
の
平
和
に
お
い
て
は
'
王
の
も
の
と
認
め
ら
れ
た
ポ
リ
ス
以
外
の
ギ

リ
シ
ア
人
ポ
リ
ス
は
'
大
小
を
問
わ
ず
自
治
独
立
の
ま
ま
で
あ
る
が

(
a
b
r
o
v
o
u
o
v
c
軸
i
v
a
l
)
,
レ
I
ム
ノ
ス
・
イ
ム
ブ
ロ
ス
・
ス
キ
ュ
ロ
ス

は
例
外
で
あ
り
'
「
こ
れ
ら
は
昔
と
同
様
に
'
ア
テ
-
ナ
イ
人
の
も
の

た
る
べ
き
こ
と
　
(
e
l
v
a
i
'
A
O
n
v
c
d
c
o
v
)
」
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
っ

(
6
)
た
。
つ
ま
り
前
5
世
紀
末
か
ら
前
4
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
3
島
の
鏡

有
問
題
は
'
母
市
か
ら
の
島
の
分
離
独
立
を
巡
る
問
題
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
恐
ら
く
前
5
世
紀
末
か
ら
既
に
'
3
島
は
ア
ッ
テ
ィ
カ
に
準
ず

る
鎮
土
と
見
な
さ
れ
得
る
ほ
ど
に
緊
密
な
関
係
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
従
っ
て
へ
　
ア
ン
ド
キ
デ
ー
ス
の
一
節
を
こ
の
文
脈
で
読
む
な
ら

ば
'
「
所
有
す
る
も
の
が
所
有
す
べ
き
こ
と
」
と
は
'
植
民
市
に
自
治

独
立
を
与
え
る
べ
き
こ
と
'
言
い
替
え
る
と
'
ア
テ
-
ナ
イ
か
ら
3
島

を
分
離
独
立
さ
せ
る
べ
き
こ
と
t
と
読
む
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

実
際
に
'
島
の
再
征
服
と
再
植
民
を
伝
え
る
直
接
的
な
史
料
は
存
在
し

な
い
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
'
「
入
れ
替
わ
り
説
」
　
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
植

民
者
の
追
放
も
'
先
住
民
に
対
す
る
島
の
返
還
も
'
そ
の
後
の
島
の
再

征
服
と
再
植
民
も
証
明
さ
れ
な
い
。
つ
ま
り
'
呼
称
の
変
化
は
'
植
民

者
の
入
れ
替
わ
り
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

2
'
市
民
権
一
括
院
与
の
可
能
性
の
検
討

入
れ
替
わ
り
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
'
次
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
植

民
者
に
母
市
市
民
権
が
一
括
し
て
駅
与
さ
れ
た
可
能
性
で
あ
る
。
市
民

権
斌
与
と
は
「
ア
テ
ナ
イ
の
存
続
あ
る
い
は
発
展
に
大
い
に
貢
献
し
た

者
に
対
し
て
な
さ
れ
た
」
も
の
で
'
「
ア
テ
ナ
イ
に
と
っ
て
有
用
な
存
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前4世紀におけるアテーナイ植民者の市民権(前野)

在
を
市
民
田
の
中
に
と
り
込
む
こ
と
で
そ
の
有
用
性
を
公
認
L
t
　
同
時

に
内
在
化
さ
せ
る
機
能
」
を
有
す
る
言
わ
ば
「
他
者
統
合
の
手
段
」
で

(
7
)

あ
っ
た
と
定
義
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
ア
テ
-
ナ
イ

は
'
前
5
世
紀
中
よ
く
軍
事
行
動
を
共
に
し
た
レ
-
ム
ノ
ス
や
イ
ム
プ

ロ
ス
の
植
民
者
に
母
市
市
民
権
を
拭
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
彼
等
を

母
市
市
民
田
に
統
合
し
た
と
解
釈
す
る
こ
と
は
合
理
的
で
あ
る
よ
う
に

思
え
る
。
果
た
し
て
こ
の
解
釈
は
正
し
い
か
。

ま
ず
、
呼
称
の
変
化
を
ア
テ
-
ナ
イ
の
1
連
の
市
民
権
賦
与
政
策
の

流
れ
の
中
に
位
置
付
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
ア
テ
I
ナ
イ
は
前
4

8
0
年
か
ら
前
3
8
0
年
ま
で
の
1
0
0
年
間
に
'
知
ら
れ
る
限
り
に

(
8
)

お
い
て
、
2
8
件
の
市
民
権
賦
与
を
行
っ
た
。
そ
の
内
訳
を
見
る
と
'

①
ア
テ
-
ナ
イ
に
善
行
を
な
し
た
外
国
の
王
や
市
民
或
い
は
そ
の
子
孫

な
ど
の
個
人
'
③
不
足
す
る
兵
員
を
補
う
た
め
に
解
放
を
条
件
と
し
て

動
員
さ
れ
た
奴
隷
や
外
人
の
集
団
'
③
ア
テ
-
ナ
イ
に
対
す
る
忠
実
な

態
度
を
崩
さ
な
か
っ
た
他
の
市
民
田
t
　
の
2
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
大
別
さ

れ
、
年
代
的
に
は
'
ベ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
の
開
始
か
ら
シ
ケ
リ
ア
遠
征

の
失
敗
、
ア
テ
I
ナ
イ
の
降
伏
、
3
0
人
借
主
の
樹
立
、
内
戦
そ
し
て

和
解
へ
と
至
る
'
前
4
3
1
年
か
ら
前
4
0
1
!
0
年
ま
で
の
ア
テ
-

ナ
イ
の
危
機
の
時
代
に
全
体
の
1
9
件
が
集
中
し
て
い
る
。
⊥
方
レ
-

ム
ノ
ス
の
場
合
、
呼
称
の
変
化
が
生
じ
た
の
が
前
4
1
0
年
代
か
ら
前

3
9
0
年
代
の
間
で
あ
っ
た
こ
と
'
ま
た
そ
の
変
化
の
対
象
が
レ
-
ム

ノ
ス
人
と
い
う
市
民
田
全
体
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
'
③
に
分
類
さ
れ
た

前
4
2
7
年
の
プ
チ
タ
イ
ア
市
民
に
対
す
る
賦
与
及
び
前
4
0
5
年
の

o

サ
モ
ス
市
民
に
対
す
る
賦
与
と
似
た
状
況
に
あ
る
と
言
え
る
。
そ
こ
で

比
較
の
た
め
に
こ
れ
ら
2
つ
の
事
例
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
て
行
こ

s
sま
ず
プ
ラ
タ
イ
ア
人
に
つ
い
て
見
る
と
'
前
4
2
9
年
以
降
ブ
ラ
タ

イ
ア
は
テ
-
ベ
に
よ
っ
て
包
囲
さ
れ
て
い
た
が
'
約
2
0
0
人
の
プ
ラ

タ
イ
ア
人
が
そ
れ
を
突
破
し
て
ア
テ
-
ナ
イ
へ
至
っ
た
こ
と
が
直
接
の

契
機
と
な
っ
て
t
t
彼
等
に
ア
テ
-
ナ
イ
市
民
権
が
拭
与
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
決
議
の
実
物
は
存
在
し
な
い
が
、
そ
の
コ
ピ
ー
は
デ
ー

(川)

モ
ス
テ
ネ
-
ス
の
『
ア
ネ
イ
ラ
弾
劾
』
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に

よ
れ
ば
　
「
プ
ラ
タ
イ
ア
人
は
ア
テ
-
ナ
イ
人
た
る
べ
き
こ
と

(
J
I
X
a
z
a
i
i
a
c
 
e
T
v
o
t
f
'
A
O
n
v
a
i
o
v
g
)
。
」
及
び
「
プ
ラ
タ
イ
ア
人
を
区

と
部
族
と
に
割
り
当
て
る
'
へ
き
こ
と
　
{
K
c
a
o
c
v
E
i
u
a
i
3
s
 
x
o
芹

コ
A
o
r
r
c
x
仙
名
e
¥
c
t
o
耳
念
u
o
v
の
K
乱
丁
訂
4
>
v
X
合
)
。
」
が
規
定
さ
れ
'

そ
れ
に
は
「
彼
等
が
割
-
当
て
ら
れ
た
後
に
は
ヘ
　
ア
テ
-
ナ
イ
の
民
衆

の
側
か
ら
与
え
ら
れ
な
い
限
り
、
さ
ら
に
ア
テ
-
ナ
イ
人
に
な
る
こ
と

は
、
い
か
な
る
プ
ラ
タ
イ
ア
人
に
も
許
可
さ
れ
な
い
。
」
~
と
い
う
制
限

が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
こ
こ
で
市
民
と
な
っ
た
の
は
ア
テ
-
ナ

イ
に
到
達
し
た
約
2
0
0
人
の
み
で
'
彼
等
は
ア
テ
-
ナ
イ
の
下
部
組

織
で
あ
る
区
と
部
族
に
登
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
等
が
下
部
組
織
に

登
録
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
'
こ
の
市
民
権
賦
与
が
実
質
的
な
権
利
を

伴
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(=)

次
に
サ
モ
ス
人
に
つ
い
て
見
る
と
、
市
民
権
賦
与
の
理
由
は
'
前
4

0
5
年
に
ア
テ
-
ナ
イ
が
ア
イ
ゴ
ス
ポ
タ
モ
イ
の
海
戦
に
破
れ
'
戦
局

が
極
端
に
悪
化
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
サ
モ
ス
の
民
主
派
が
ア
テ
-

ナ
イ
に
対
す
る
忠
誠
を
失
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
忠
誠
に
報

53



い
る
市
民
権
賦
与
が
前
4
0
5
!
4
年
に
決
議
さ
れ
た
。
そ
の
当
時
の

碑
文
は
現
存
し
な
い
が
'
前
4
0
3
!
2
年
に
復
活
民
主
政
の
下
で
そ

の
再
確
認
の
決
議
が
行
わ
れ
'
そ
れ
が
刻
ま
れ
た
碑
文
の
中
に
前
4
0

5
!
4
年
の
決
議
の
コ
ピ
ー
も
一
緒
に
刻
ま
れ
て
現
存
し
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
'
ま
ず
第
一
動
議
に
お
い
て
「
サ
モ
ス
人
は
ア
テ
-
ナ
イ

人
た
る
.
へ
き
こ
と
(
J
L
a
f
i
i
o
の
'
A
O
n
v
a
i
o
の
I
v
o
a
)
」
が
規
定
さ
れ
'
次

に
そ
れ
に
対
す
る
追
加
動
議
に
お
い
て
'
ア
テ
-
ナ
イ
を
訪
れ
た
サ
モ

ス
の
使
節
た
ち
を
指
し
て
「
彼
等
を
直
ち
に
区
と
1
0
の
部
族
に
割
り

当
て
る
べ
き
こ
と
　
(
t
c
乱
v
e
n
a
l
[
a
&
T
O
C
 
a
b
x
i
K
a
 
U
巴
a
符
丁
b
e

S
n
u
o
c
K
c
a
t
o
]
c
<
S
>
v
k
耳
S
e
k
o
x
o
i
)
c
」
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
'
全
て
の
サ
モ
ス
人
は
ア
テ
-
ナ
イ
市
民
に
な
っ
た
が
、
区

と
部
族
に
登
録
さ
れ
た
の
は
使
節
た
ち
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。

つ
ま
り
実
質
的
な
市
民
権
を
蹴
与
さ
れ
た
の
は
使
節
た
ち
だ
け
で
あ

り
'
一
般
の
サ
モ
ス
人
は
名
目
的
な
市
民
権
を
拭
与
さ
れ
た
に
過
ぎ
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ブ
ラ
タ
イ
ア
人
と
サ
モ
ス
人
に
関
す
る
考
察
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た

こ
と
は
'
彼
等
に
対
す
る
市
民
権
賦
与
に
は
、
全
員
に
で
は
な
い
が
'

区
と
部
族
へ
の
登
録
が
伴
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
正

に
こ
の
こ
と
が
レ
I
ム
ノ
ス
の
場
合
と
決
定
的
に
異
な
る
点
で
あ
る
と

言
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
'
レ
-
ム
ノ
ス
の
場
合
に
は
'
全
て
の
植
民
者

は
'
呼
称
の
変
化
が
生
じ
る
以
前
か
ら
既
に
ア
テ
-
ナ
イ
の
区
と
部
族

3
)

に
属
⊥
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
'
区
や
部
族
へ
の
分
属
を
実
質

的
な
市
民
権
の
指
標
と
す
る
な
ら
ば
、
「
レ
-
ム
ノ
ス
人
」
は
母
市
市

(
2
)

民
権
の
本
質
的
な
部
分
は
既
に
持
っ
て
お
り
へ
　
そ
の
上
で
名
目
的
な
呼

称
の
変
化
が
生
じ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

3
'
呼
称
の
変
化
の
政
治
的
な
意
味

呼
称
の
変
化
に
つ
い
て
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
'
そ
も
そ

も
こ
の
現
象
化
が
こ
の
時
に
だ
け
生
じ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
レ
「
ム
ノ
ス
の
ミ
ュ
リ
ナ
を
代
表
例
と
し
て
挙
げ
れ
ば
'
前
4

0
4
!
3
年
か
ら
前
3
9
4
!
3
年
ま
で
の
ア
テ
-
ナ
イ
と
レ
-
ム
ノ

ス
が
分
離
さ
れ
て
い
た
時
期
に
刻
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
顕
彰
碑
文
に

は
'
復
元
が
正
し
け
れ
ば
「
ミ
ュ
リ
ナ
人
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ

(〓)
る
。
同
様
に
前
3
1
8
年
以
後
の
再
び
ア
テ
-
ナ
イ
と
レ
-
ム
ノ
ス
が

分
離
さ
れ
て
い
た
時
期
に
刻
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
別
の
顕
彰
碑
文
に

も
'
復
元
が
正
し
け
れ
ば
「
ミ
ュ
リ
ナ
人
」
と
い
う
表
現
が
確
認
さ
れ

m
.
る
。
そ
し
て
そ
れ
以
降
の
復
帰
の
時
期
に
は
再
び
「
<
l
<
¥
リ
ナ
に
い
る

じ
耶
E

ア
テ
-
ナ
イ
人
」
.
と
い
う
表
現
が
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
当
然
そ
の

5

都
度
に
住
民
の
入
れ
替
わ
り
は
起
こ
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
'
呼
称
の

変
化
は
'
す
ぐ
れ
て
政
治
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
る
の
で
あ

る
。こ
の
こ
と
を
前
5
世
紀
末
か
ら
前
4
世
紀
初
頭
に
お
け
る
ア
テ
ー
ナ

イ
の
状
況
に
当
て
は
め
る
と
、
軍
事
的
敗
北
に
伴
.
っ
て
母
市
植
民
市
関

係
が
断
ち
切
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
へ
　
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
両
者
の

不
可
分
性
を
虫
調
し
て
「
レ
-
ム
ノ
ス
人
」
か
ら
「
レ
I
ム
ノ
ス
に
住

む
ア
テ
ー
ナ
イ
人
」
　
へ
と
い
う
呼
称
の
変
化
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
か
。
呼
称
の
変
化
は
、
外
国
の
市
民
に
対
す
る
市
民
権
1
括
拭

与
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
が
'
他
者
統
合
と
い
う
意
味
に
お
い
て

m
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は
、
同
一
繰
上
に
あ
る
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

註
(
-
)
　
入
れ
替
わ
り
が
あ
っ
た
と
す
る
説
は
'
例
え
ば
、
G
.
B
u
s
o
l
t
/
H
.

S
w
o
b
o
d
a
,
G
r
i
e
c
h
i
s
c
h
e
 
S
t
a
a
t
s
k
u
n
d
e
,
I
I
,
M
u
n
c
h
e
n
,
1
9
2
6
,

1
2
7
5
.
入
れ
替
わ
り
は
な
か
っ
た
と
す
る
説
は
'
例
え
ば
'
)
.

C
a
r
g
i
l
l
,
A
t
h
e
n
i
a
n
S
e
t
t
l
e
m
e
n
t
s
o
f
t
h
e
F
o
u
r
t
h
C
e
n
t
u
r
y
B
.
C
,

L
e
i
d
e
n
,
1
9
9
5
,
1
2
-
1
5
.

(
2
)
　
「
リ
ユ
サ
ン
ド
ロ
ス
は
、
ア
テ
-
ナ
イ
人
の
駐
留
軍
及
び
彼
が
ど
こ

か
で
見
つ
け
た
他
の
全
て
の
ア
テ
-
ナ
イ
人
を
ア
テ
-
ナ
イ
に
送
り
返

し
た
　
(
X
e
n
.
H
e
l
l
.
2
.
2
.
2
.
)
。
」
c
f
.
X
e
n
.
H
e
l
l
.
2
.
2
.
9
;
P
l
u
t
.
L
y
s
.

1
3
.
3
.
レ
-
ム
ノ
ス
・
イ
ム
プ
ロ
ス
・
ス
キ
ュ
ロ
ス
以
外
の
植
民
市

が
放
棄
さ
れ
'
植
民
者
が
鼓
制
帰
国
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
'
間
違
い
な

く
事
実
で
あ
る
。

(

3

)

　

ゝ

n

d

o

c

.

3

.

1

2

.

(

4

)

　

ゝ

e

s

c

h

.

2

.

7

6

.

(
i
n
)
　
X
e
n
.
H
e
l
l
.
4
.
8
.
1
5
.

(<*>)　Xen.Hell.5.1.31.

(
7
)
　
桜
井
万
里
子
'
「
古
典
期
ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
市
民
に
と
っ
て
の
他

者
そ
の
他
者
認
識
の
変
容
と
ト
ラ
シ
ュ
プ
ロ
ス
の
第
一
決
議
」
t
 
r
歴
史

学
研
究
し
、
5
9
7
,
1
9
8
9
,
5
5
-
5
7
.

(
8
)
　
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
桜
井
前
掲
論
文
に
表
と
し
て
ま
と
め
て
あ
り
'

筆
者
は
そ
れ
を
利
用
し
た
。

(
9
)
　
こ
れ
ら
2
例
の
解
釈
に
つ
い
て
は
'
伊
藤
貞
夫
'
「
古
典
期
ア
テ
ネ

の
フ
ラ
ト
リ
ア
そ
の
鼠
純
度
を
め
ぐ
っ
て
」
、
r
西
洋
古
典
学
研
究
]
)
'

3
1
,
1
9
8
3
,
4
-
6
に
詳
し
い
。

(
2
)
　
D
e
m
o
s
t
h
.
5
9
.
1
0
4
.

(
3
)
　
第
3
章
で
考
察
す
る
よ
う
に
'
サ
モ
ス
は
前
3
6
5
!
1
年
か
ら
前

3
2
2
年
夏
ま
で
ア
テ
-
ナ
イ
の
植
民
市
で
あ
っ
た
が
'
こ
こ
で
扱
う

の
は
そ
れ
以
前
の
時
期
で
あ
る
。

(
S
)
　
こ
の
こ
と
は
「
レ
-
ム
ノ
ス
人
」
と
名
乗
る
植
民
者
が
べ
ロ
ボ
ネ
ソ

ノ

ス
戦
争
中
に
刻
ま
れ
た
戦
死
者
名
簿
に
ア
テ
-
ナ
イ
の
部
族
名
を
刻
ん

で
い
た
事
実
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
(
I
G
.
F
9
4
7
;
I
G
.
P
9
4
8
Y
ノ

(
S
)
　
た
と
え
植
民
者
が
母
市
市
民
と
異
な
っ
た
呼
称
を
も
っ
て
い
た
と
し

て
も
'
母
市
市
民
権
の
本
質
的
な
部
分
は
保
持
し
て
い
る
こ
と
'
及
び

そ
れ
と
関
連
し
て
'
母
市
と
植
民
市
が
土
地
利
用
を
巡
る
サ
イ
ク
ル
に

よ
っ
て
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
前
5
世

紀
に
お
け
る
ア
テ
I
ナ
イ
植
民
者
の
市
民
権
　
そ
の
両
義
性
を
め
人
,
っ

て
」
'
『
西
洋
古
典
学
研
究
』
'
4
3
,
1
9
9
5
,
3
2
-
4
1
に
お
い
て
考
察
し
た

こ
と
が
あ
る
。

C
2
)
　
n
e
p
i
t
6
v
念
F
,
0
く
[
t
]
6
v
[
M
v
p
i
v
a
Y
u
o
v
,
I
G
.
X
I
I
.
8
.
2
.
(
前
4

0

4

!

3

年

か

ら

前

3

9

4

!

3

年

)

0

(
t
2
)
　
[
6
　
S
n
u
o
c
 
b
 
M
v
p
i
v
c
a
c
o
v
]
,
I
n
e
p
i
 
r
b
v
 
S
^
n
f
t
o
v
 
r
b
v

M
v
p
i
v
o
d
c
o
v
,
I
G
.
X
I
I
.
8
.
7
.
(
前
2
1
8
年
以
降
)
。

(
2
)
　
L
n
e
p
i
r
b
v
6
f
f
¥
n
o
v
r
l
b
v
l
U
A
O
t
i
t
i
a
i
c
o
v
z
c
b
v
k
v
M
v
p
i
v
e
i
]
I
G
.

X
I
I
.
8
.
9
.
(
前
3
世
紀
)
-
[
6
念
L
L
O
の
6
'
A
9
n
]
v
a
i
c
o
v
 
t
c
o
v
か
v

M
v
p
i
v
e
i
,
I
G
.
X
I
I
.
8
.
1
0
.
(
前
1
世
紀
)
。

(
5
=
)
　
レ
-
ム
ノ
ス
及
び
イ
ム
プ
ロ
ス
は
'
前
2
1
8
年
か
ら
前
3
0
7
年

ま

で

'

前

3

1

8

年

か

ら

前

3

0

7

年

ま

で

'

前

2

9

5

!

4

年

か

ら

前

2

8

1

年

ま

で

'

前

2

6

6

年

か

ら

前

2

6

3

年

ま

で

、

前

2

0

2

年
か
ら
前
1
6
6
年
ま
で
'
断
続
的
に
ア
テ
-
ナ
イ
か
ら
分
離
独
立
を

55



繰
り
返
し
た
(
F
r
e
d
r
i
c
h
,
R
E
,
s
.
v
.
.
L
e
m
n
o
s
.
1
9
3
0
)
-

第
2
章
　
ポ
リ
ス
の
拡
大

し
　
前
4
世
把
に
お
け
る
ア
テ
I
ナ
イ
植
民
市
の
広
が
り

で
は
'
そ
の
実
態
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
前
に
'

前
4
世
紀
に
お
け
る
ア
テ
-
ナ
イ
植
民
市
の
広
が
り
を
概
観
し
て
お
こ

う
。
ア
テ
-
ナ
イ
は
'
前
6
世
紀
末
か
ら
前
5
世
紀
末
に
か
け
て
'
知

(
-
)

ら
れ
る
限
り
で
'
2
2
箇
所
に
植
民
市
を
建
設
し
た
が
へ
前
4
0
4
年

の
敗
北
に
伴
っ
て
'
サ
l
て
、
、
-
ス
を
除
く
全
植
民
市
を
一
旦
失
い
'
前

4
世
紀
に
な
る
と
そ
う
そ
う
に
再
獲
得
し
は
じ
め
た
。
前
4
世
紀
に
知

ら
れ
る
ア
テ
-
ナ
イ
の
植
民
市
は
8
箇
所
あ
り
'
そ
の
内
'
サ
ラ
ミ
ー

ス
の
み
が
継
続
で
'
レ
-
ム
ノ
ス
と
イ
ム
プ
ロ
ス
と
ス
キ
ュ
ロ
ス
は
前

3
9
4
年
ま
で
に
返
還
さ
れ
た
も
の
'
ケ
ル
ソ
ネ
I
ソ
ス
と
ポ
テ
ィ
ダ

イ
ア
は
そ
れ
ぞ
れ
前
3
6
5
年
と
前
3
6
1
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
'

そ
し
て
サ
モ
ス
と
ア
U
-
リ
ア
は
そ
れ
ぞ
れ
前
3
6
5
年
と
前
3
2
4
年

に
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
'
サ
ラ
ミ
-
ス
を

除
い
て
'
再
び
前
3
1
4
年
ま
で
に
は
順
次
消
滅
し
て
い
っ
た
。

2
8
　
植
民
市
の
従
属
性

o

こ
れ
ら
の
植
民
市
は
'
サ
ラ
ミ
ー
ス
と
ア
ド
リ
ア
を
除
い
て
'
評
議

会
と
民
会
を
備
え
た
地
方
自
治
体
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、

ア
テ
-
ナ
イ
の
制
度
を
真
似
て
小
型
化
し
た
も
の
で
、
同
様
の
手
続
き

を
行
い
へ
　
同
様
の
書
式
の
決
議
文
を
掲
示
し
'
同
じ
1
0
部
族
に
よ
る

当
番
評
議
会
が
存
在
し
'
同
じ
よ
う
に
議
長
'
書
記
と
い
っ
た
各
種
の

役
人
が
植
民
者
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
。

し
か
し
'
こ
れ
ら
の
植
民
市
は
'
母
市
に
対
し
て
従
属
的
な
立
場
に

(
3
)

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
最
も
顕
著
に
表
わ
し
て
い
る
の
が
'
母
市
か
ら

植
民
市
へ
派
遣
さ
.
れ
る
各
種
の
役
人
の
存
在
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
『
ア
テ
-
ナ
イ
人
の
国
制
』
は
3
箇
所
で
言
及

Q

し
て
い
る
。
①
「
彼
等
は
ま
た
サ
ラ
ミ
-
ス
へ
の
ア
ル
コ
ー
ン
　
(
e
l
f

Y
,
a
l
a
p
l
v
a
ぎ
o
v
T
O
f
)
と
ペ
イ
ラ
イ
エ
ウ
ス
の
た
め
の
区
長
と
を
鼓

で
選
出
す
る
。
彼
等
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
ア
祭
を
行

い
、
合
唱
隊
奉
仕
者
を
任
命
す
る
。
サ
ラ
ミ
-
ス
に
お
い
て
は
ま
た
こ

の
ア
ル
コ
ー
ン
の
名
が
公
文
書
に
記
録
さ
れ
る
。
」
②
「
そ
し
て
ま
た

彼
等
は
レ
-
ム
ノ
ス
へ
の
騎
兵
長
官
(
e
i
c
 
A
/
w
i
v
o
v
 
Y
n
n
竜
x
o
v
)
を

挙
手
で
選
挙
す
る
。
彼
は
レ
-
ム
ノ
ス
に
お
け
る
騎
兵
を
監
督
す

る
。
」
③
「
-
次
に
サ
ラ
ミ
ー
ス
へ
の
ア
ル
コ
ー
ン
は
(
g
r
c
o
v
 
e
i
c

M
巳
a
u
l
v
a
)
　
サ
ー
*
日
-
ド
ラ
ク
マ
を
受
け
る
。
-
。
ま
た
サ
モ
ス
へ
　
ス

キ
ュ
ロ
ス
'
レ
-
ム
ノ
ス
'
イ
ム
ブ
ロ
ス
に
向
け
て
送
ら
れ
る
役
人
た

ち
は
皆
(
甘
x
q
&
告
M
曾
o
v
¥
¥
Y
.
K
v
p
o
v
¥
¥
A
i
j
f
i
v
o
v
W
"
l
u
S
p
o
v
)
,

食
費
と
し
て
金
を
受
け
取
号
」
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
'
『
ア
テ
-
ナ
イ

人
の
国
制
』
が
書
か
れ
た
前
3
2
8
!
7
年
頃
に
存
在
し
て
い
た
全
て

の
ア
テ
-
ナ
イ
の
植
民
市
に
何
ら
か
の
役
人
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
こ
と

(
u
l
)

が
判
る
。
サ
ラ
ミ
-
ス
は
ア
テ
ー
ナ
イ
に
近
い
た
め
か
軍
事
的
統
制
は
受
け
な

い
が
、
祭
の
挙
行
に
お
い
て
は
母
市
か
ら
の
鼓
で
選
ば
れ
た
ア
ル
コ
ー

ン
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
て
い
た
。
一
方
レ
-
ム
ノ
ス
は
ア
テ
ー
ナ
イ
か

H3



前4世紀におけるアテーナイ植民者の市民権(前野)

ら
遠
く
難
れ
'
ト
ラ
-
キ
ア
や
マ
ケ
ド
ニ
ア
と
接
す
る
言
わ
ば
前
線
で

あ
っ
た
め
に
、
鼓
で
は
な
く
挙
手
で
選
出
さ
れ
た
騎
兵
長
官
が
'
恐
ら

リ
r
a

く
騎
兵
隊
と
共
に
当
地
に
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
サ
モ
ス
'

ス
キ
ュ
ロ
ス
'
レ
I
ム
ノ
ス
'
イ
ム
プ
ロ
ス
へ
の
役
人
た
ち
は
'
そ
の

選
出
方
法
'
任
務
に
つ
い
て
不
明
で
あ
る
が
'
彼
等
に
支
払
わ
れ
る
も

の
が
金
箱
と
し
て
で
は
な
く
食
費
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
'

彼
等
は
下
級
の
臨
時
的
な
役
人
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し

レ
ー
ム
ノ
ス
に
つ
い
て
は
、
前
3
7
0
!
6
9
年
の
早
い
時
期
か
ら
2

人
の
植
民
役
人
(
.
K
I
X
n
p
o
苛
H
p
x
o
v
r
c
o
v
)
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
可
能

性
が
あ
り
、
彼
等
は
ア
テ
-
ナ
イ
で
選
ば
れ
た
1
年
任
期
の
ク
レ
ー

ル
ー
コ
イ
の
た
め
の
ア
ル
コ
ー
ン
た
ち
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

(
7
)

E
h施
民
市
に
お
け
る
有
事
の
際
に
は
将
軍
た
ち
(
o
T
p
c
a
t
j
y
o
i
)
が
軍
隊

を
率
い
て
防
衛
に
向
か
っ
た
こ
と
は
よ
-
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
将

(
8
)

軍
は
民
事
に
も
携
わ
っ
た
。
前
3
4
0
年
の
碑
文
の
断
片
に
は
'
将
軍

カ
レ
ー
ス
が
ケ
ル
ソ
ネ
-
ソ
ス
の
エ
ラ
イ
ゥ
-
ス
人
と
そ
こ
に
住
む
ア

チ
-
ナ
イ
人
と
の
間
の
不
和
の
解
決
に
当
た
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
L
t

前
3
2
9
!
8
年
の
エ
レ
ウ
シ
ー
ス
へ
の
初
穂
の
会
計
文
書
に
は
'
奉

納
の
た
め
に
'
サ
ラ
ミ
-
ス
'
ス
キ
ュ
ロ
ス
'
イ
ム
ブ
ロ
ス
及
び
レ
-

ム
ノ
ス
の
ミ
ュ
リ
ナ
と
へ
-
フ
ァ
イ
ス
テ
ィ
ア
に
将
軍
が
送
ら
れ
'
彼

(
<
*
)

等
が
初
穂
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
サ
モ
ス
に
は

特
別
に
サ
モ
ス
へ
の
将
軍
(
W
o
v
M
z
p
a
M
n
y
o
v
[
t
]
6
v
[
r
e
d
く

'
A
]
O
n
v
o
a
c
o
v
e
l
E
a
f
t
o
v
)

(
2
)
が
任
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
植
民
市
へ
の
派
遣
役
人
が
確
認
さ
れ
る
の
は
'
前
4

世
紀
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
他
に
植
民
市
の
従
属
性
を
示
す
事
象
と
し
て
'
母
市
の
暦
が
採

(

=

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

3

)

用
さ
れ
て
い
た
こ
と
'
貨
幣
の
鋳
造
権
が
な
か
っ
た
こ
と
'
裁
判
が
母

(
2
)

市
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
t
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

以
上
の
状
況
か
ら
'
白
も
「
ア
テ
-
ナ
イ
人
」
と
名
乗
り
'
母
市
市

民
か
ら
「
我
々
の
市
民
」
「
我
々
の
財
産
」
と
呼
ば
れ
た
前
4
 
、
世
紀
に

お
け
る
ア
テ
-
ナ
イ
植
民
市
は
'
実
質
的
に
母
市
に
統
合
さ
れ
て
い
た

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
植
民
市
の
防
衛
と
統
制
が
『
ア
テ
-
ナ

イ
人
の
国
制
』
の
一
部
を
占
め
る
に
至
っ
た
事
態
は
'
「
ア
テ
-
ナ
イ

人
」
と
い
う
人
的
結
合
体
'
即
ち
ポ
リ
ス
が
海
を
超
え
て
拡
大
し
た
と

い
う
意
識
を
市
民
に
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

読
(
1
)
　
ケ
ネ
ソ
ネ
-
ソ
ス
、
サ
ラ
ミ
-
ス
'
レ
-
ム
ノ
ス
'
イ
ム
プ
ロ
ス
'

エ
ー
イ
オ
-
ン
'
ス
キ
ユ
ロ
ス
'
ア
ム
フ
ィ
ポ
リ
ス
、
ナ
ウ
パ
ク
ト
ス
'

エ
ウ
ポ
イ
ア
'
ナ
ク
ソ
ス
'
ア
ン
ド
ロ
ス
、
ブ
レ
ア
'
ト
ゥ
リ
オ
イ
'

ア
ミ
ソ
ス
'
シ
ノ
ー
べ
-
'
ア
ス
タ
コ
ス
'
ア
イ
ギ
-
ナ
'
ポ
テ
ィ
ダ

イ
ア
、
レ
ス
ボ
ス
'
ノ
テ
ィ
オ
ン
'
ス
キ
オ
ー
ネ
I
t
　
メ
-
ロ
ス
。
ケ

ル
ソ
ネ
I
ソ
ス
と
エ
ウ
ポ
イ
ア
と
レ
I
ム
ノ
ス
に
あ
る
複
数
の
植
民
市

は
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
め
て
一
つ
に
数
え
た
。

(
2
)
　
サ
ラ
ミ
I
ス
は
ア
テ
I
ナ
イ
に
近
い
た
め
'
自
治
組
織
を
持
っ
て
い

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
ア
ド
リ
ア
に
つ
い
て
は
'
建
設
に
関
す

る
碑
文
は
残
っ
て
い
る
が
(
T
o
d
.
2
0
0
)
,
そ
れ
以
後
の
事
情
に
つ
い
て

は
殆
ど
判
ら
な
い
。

(
3
)
　
前
4
世
紀
に
お
け
る
ア
テ
-
ナ
イ
植
民
市
の
制
度
に
関
し
て
は
'

57



C
a
r
g
i
l
l
,
o
p
.
c
i
t
.
,
C
h
a
p
t
e
r
3
.
I
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
s
 
o
f
 
t
h
e
 
F
o
u
r
t
h
 
C
e
n
-

t
u
r
y
A
t
h
e
n
i
a
n
 
S
e
t
t
l
e
m
e
n
t
s
,
1
3
4
-
2
0
2
.
に
詳
し
い
。

(
t
)
　
A
r
i
s
t
o
t
.
A
t
h
.
P
o
1
.
5
4
.
8
:
6
1
.
6
;
6
2
.
2
.

(
5
)
　
ポ
テ
ィ
ダ
イ
ア
は
前
3
5
6
年
に
'
ケ
ル
ソ
ネ
I
ソ
ス
は
前
3
3
8

年
に
'
既
に
消
滅
し
て
い
た
。

(
<
o
)
　
C
a
r
g
i
l
l
,
o
p
.
c
i
t
,
1
4
3
-
1
4
4
.

(
t
-
)
　
C
a
r
g
i
l
l
,
o
p
.
c
i
t
,
1
4
6
-
1
4
7

(
o
o
)
　
C
a
r
g
i
l
l
,
o
p
.
c
i
t
,
1
4
1
-
1
4
2
.

(
o
>
)
　
C
a
r
g
i
U
,
o
p
.
c
i
t
,
1
4
2
.

(

2

)

　

C

甥

g

i

l

l

,

o

p

.

c

i

t

,

1

4

2

-

1

4

3

.

(

‖

)

　

C

a

r

g

i

l

l

,

o

p

.

c

i

t

,

1

6

5

-

1

6

8

.

(
2
)
　
C
a
r
g
i
l
l
,
o
p
.
c
i
t
,
1
8
5
-
1
8
7
.

(
2
)
　
C
a
r
g
i
l
l
,
o
p
.
c
i
t
,
1
7
9
-
1
8
1
.

・
第
3
章
　
ポ
リ
ス
の
拡
大
に
対
す
る
抵
抗

I
 
e
植
民
者
の
子
エ
ビ
ク
ー
ロ
ス
の
市
民
登
録

以
上
の
よ
う
な
ポ
リ
ス
の
拡
大
に
対
し
て
'
ア
テ
-
ナ
イ
市
民
た
ち

は
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
的
に
言
っ
て
'

国
家
形
態
は
時
流
に
応
じ
て
素
早
-
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
が
'
人
々
の

価
値
観
は
そ
う
簡
単
に
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
当
時
の
ア
テ
ー
ナ
イ

に
む
こ
の
こ
と
は
当
て
は
ま
る
よ
う
に
思
え
る
。
即
ち
ア
テ
I
ナ
イ
市

民
た
ち
が
、
一
方
で
は
こ
の
よ
う
な
変
質
を
認
め
な
が
ら
'
他
方
で
は

以
前
に
も
増
し
て
市
民
間
の
相
識
性
を
高
め
t
よ
り
1
層
ポ
リ
ス
を
意

識
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
ポ
リ
ス
の
拡
大
に
対
す
る
ポ
リ
ス
的
価
値
観
の
抵
抗
は
'
様
々
な
場

面
で
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
'
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
'
市

民
田
の
再
生
産
の
場
で
あ
る
市
民
登
録
に
お
け
る
そ
れ
を
考
察
す
る
の

が
最
も
有
効
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
我
々
は
'
エ
ビ
ク
ー
ロ
ス
と
い
う
一

植
民
者
の
子
の
市
民
登
録
を
手
掛
か
り
と
し
て
'
そ
の
実
態
と
効
力
に

っ
い
て
考
察
し
よ
う
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
エ
ビ
ク
ー
ロ
ス
と
は
'
エ

ビ
ク
ー
ロ
ス
学
派
の
創
始
者
と
し
て
有
名
な
あ
の
哲
学
者
の
エ
ビ
ク
ー

ロ
ス
の
こ
と
で
あ
る
。

彼
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
は
、
テ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
ニ
フ
エ
ル
テ
ィ
オ
ス

の
『
ギ
リ
シ
ア
哲
学
者
列
伝
』
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て

(
1
)

い
る
。
「
ネ
オ
ク
レ
ー
ス
と
カ
イ
レ
ス
ト
ラ
テ
I
の
子
エ
ビ
ク
ー
ロ
ス

は
'
メ
ー
ト
ロ
ド
-
ロ
ス
が
『
良
き
生
ま
れ
に
つ
い
て
』
の
中
で
述
'
へ

て
い
る
よ
う
に
'
ア
テ
I
ナ
イ
人
で
あ
り
'
ガ
ル
ゲ
ッ
ト
ス
区
の
人
で

あ
り
'
フ
ィ
ラ
イ
ダ
イ
家
の
出
身
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
へ
-
ラ
ク
レ
イ

デ
ー
ス
も
ま
た
『
ソ
-
テ
ィ
オ
ー
ン
の
抜
粋
』
の
中
で
'
彼
は
ア
テ
-

ナ
イ
人
が
サ
モ
ス
に
ク
レ
ー
ル
-
コ
イ
を
送
っ
た
後
(
前
3
5
2
/
1

(

'

・

)

　

　

　

　

　

　

I

n

)

午
)
'
そ
こ
で
育
て
ら
れ
'
1
8
歳
の
時
に
　
(
6
/
c
T
C
O
A
C
o
a
d
E
K
i
x
n
)
　
ア

(
-
)

チ
-
ナ
イ
に
帰
っ
た
(
前
3
2
4
年
7
月
)
t
と
伝
え
て
い
る
。
折
し

も
ク
セ
ノ
タ
ラ
テ
-
ス
が
ア
カ
デ
ー
メ
イ
ア
で
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が

カ
ル
キ
ス
で
'
講
義
を
し
て
い
た
時
で
あ
っ
た
。
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ア
レ

ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
死
に
　
(
前
3
2
3
年
6
月
1
3
日
)
'
ア
テ
-
ナ
イ

人
が
ベ
ル
デ
ィ
ツ
カ
ー
ス
に
よ
っ
て
追
放
さ
れ
た
時
(
前
3
2
2
年

(

蝣

n

)

夏
)
へ
彼
は
父
に
会
い
に
コ
ロ
フ
ォ
ー
ン
へ
向
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
の

w
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問
'
役
は
そ
こ
に
留
ま
り
、
学
生
を
集
め
た
が
'
ア
ナ
ク
シ
ク
ラ
テ
ー

ス
が
ア
ル
コ
ー
ン
の
時
(
前
3
0
7
!
6
年
)
'
再
び
ア
テ
-
ナ
イ
に

戻
っ
た
。
」

o

ヂ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
ニ
フ
エ
ル
テ
ィ
オ
ス
自
身
は
後
3
世
紀
の
人
で
、
前

4
世
紀
後
半
か
ら
前
3
世
紀
に
か
け
て
生
き
た
エ
ビ
ク
ー
ロ
ス
か
ら
見

れ
ば
か
な
り
後
の
人
で
あ
る
が
'
彼
が
引
用
し
た
r
良
き
生
ま
れ
に
つ

い
て
』
の
著
者
ラ
ム
プ
サ
コ
ス
の
メ
ー
ト
ロ
ド
-
ロ
ス
は
エ
ビ
ク
ー
ロ

(
7
)

ス
の
友
人
で
あ
り
'
『
ソ
-
テ
ィ
オ
ー
ン
の
抜
粋
』
に
引
用
さ
れ
た
ボ

o

ン
ト
ス
の
へ
l
フ
ク
レ
イ
デ
ー
ス
も
ま
た
彼
の
同
時
代
人
で
あ
る
。
従

っ
て
こ
の
記
述
に
は
l
定
の
信
愚
性
が
あ
る
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
エ
ビ
ク
ー
ロ
ス
が
サ
モ
ス
へ
の
植
民
者

(
9
)

の
子
供
で
あ
り
な
が
ら
'
ア
テ
-
ナ
イ
人
で
あ
り
ガ
ル
ゲ
ッ
ト
ス
区
の

区
民
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
し
て
彼
は
ア
テ
-

ナ
イ
市
民
に
登
録
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ポ
イ
ン
ト
は
'
彼
が
1
8

歳
の
時
に
ア
テ
-
ナ
イ
に
戻
っ
た
と
い
う
箇
所
で
あ
る
。
デ
ィ
オ
ゲ
ネ

ス
の
文
に
は
帰
国
の
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
ヘ
　
ス
ト
ラ
ポ
ー
ン

の
『
地
理
学
』
に
は
'
そ
れ
が
エ
フ
ェ
-
ボ
ス
に
な
る
た
め
で
あ
っ
た

」
3

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
エ
フ
ェ
-
ボ
ス
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
'

当
時
の
ア
テ
-
ナ
イ
に
お
い
て
は
'
正
に
市
民
登
録
さ
れ
る
こ
と
を
意

味
し
た
の
で
あ
る
か
ら
'
こ
の
文
は
、
ア
テ
-
ナ
イ
植
民
者
の
市
民
登

録
を
伝
え
る
史
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
種
の
史
料
は
t
.
今
の
と

こ
ろ
他
に
存
在
し
な
い
。
こ
れ
を
ど
れ
程
一
般
化
す
る
こ
と
が
可
能
か

(;)

は
判
断
出
来
な
い
が
'
少
な
-
と
も
こ
の
史
料
か
ら
言
え
る
こ
と
は
'

サ
モ
ス
で
生
ま
れ
た
植
民
者
の
子
エ
ビ
ク
ー
ロ
ス
は
'
市
民
登
録
さ
れ

る
た
め
に
1
8
歳
の
時
に
わ
ざ
わ
ざ
ア
テ
-
ナ
イ
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

2
.
エ
フ
エ
ー
ビ
ア
と
市
民
登
録

.
H
フ
ェ
-
ボ
ス
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
'
ポ
リ
ス
の
拡
大
に
対
す
る

抵
抗
と
し
て
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
・
こ
の
こ
と

の
考
察
に
入
る
前
提
と
し
て
'
エ
フ
ェ
-
ボ
ス
を
訓
練
す
る
制
度
エ
フ

エ
ー
ピ
ア
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
見
て
み
よ
う
。

こ
れ
に
関
し
て
は
'
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
『
ア
テ
-
ナ
イ
人
の
国
制
』

2

が
ま
と
ま
っ
た
記
述
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
を
筆
者
な
り
に
整
理
し
て

試
訳
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

(
-
)
市
民
の
資
格

(
2
)

「
現
行
の
国
制
(
T
常
n
o
k
i
T
E
茸
)
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

市
民
(
i
x
r
r
c
b
v
)
で
あ
る
両
親
か
ら
生
ま
れ
た
者
た
ち
が
国
制
(
ォ
/
e

n
o
k
i
x
E
i
a
c
)
に
与
り
'
1
8
歳
に
(
b
K
T
c
o
K
c
d
d
e
K
c
t
'
e
z
r
i
)
な
っ
た
ら

区
の
成
員
と
し
て
登
録
さ
れ
る
。

(
2
)
市
民
の
資
格
審
査

a
t
　
区
民
総
会
に
よ
る
審
査
と
登
録

登
録
す
る
時
に
は
'
区
民
た
ち
が
彼
等
に
関
し
て
書
を
立
て
た
後
に
投

票
を
行
う
。
ま
ず
最
初
は
'
彼
等
が
法
定
年
齢
に
達
し
て
い
る
と
認
め

る
か
否
か
で
'
も
し
認
め
な
い
場
合
に
は
、
彼
等
は
少
年
組
に
戻
さ
れ

る
。
次
に
は
'
彼
等
が
自
由
人
で
あ
り
合
法
的
な
生
ま
れ
で
あ
る
と
認

め
る
か
否
か
で
'
そ
の
際
自
由
人
で
は
な
い
と
い
う
反
対
投
票
が
な
さ

れ
た
場
合
に
は
'
疑
わ
れ
た
側
の
者
は
陪
審
延
に
提
訴
L
t
疑
っ
た
側
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の
区
民
た
ち
は
5
人
の
告
発
者
を
彼
等
の
中
か
ら
選
出
す
る
。
そ
し
て

も
し
彼
を
登
録
す
る
こ
と
が
非
合
法
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に

は
'
ポ
リ
ス
は
そ
の
者
を
奴
隷
と
し
て
売
却
す
る
。
1
方
も
し
彼
が
勝

訴
し
た
場
合
に
は
'
区
民
た
ち
は
彼
を
絶
対
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
　
(
-
)
」
b
'
評
議
会
に
よ
る
審
査

「
そ
の
後
'
評
議
会
が
登
録
さ
れ
た
者
た
ち
を
審
査
す
る
。
も
し
誰
か

が
1
8
歳
に
達
し
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
'
そ
の
者
の
登

録
を
行
っ
た
区
民
た
ち
に
罰
金
が
課
さ
れ
る
。

(
3
)
エ
フ
エ
ー
ポ
イ
の
訓
練

a
.
第
7
年
目

エ
フ
ェ
-
ポ
イ
の
審
査
が
終
了
す
る
と
'
彼
等
の
父
親
た
ち
が
部
族
ご

と
に
集
ま
り
'
菅
を
立
て
た
後
に
'
部
族
民
の
中
か
ら
4
0
歳
以
上
で
、

エ
フ
エ
ー
ポ
イ
を
監
督
す
る
の
に
最
適
任
と
思
わ
れ
る
者
3
人
を
選
出

す
る
。
彼
等
の
中
か
ら
民
会
(
S
i
j
u
o
の
)
は
部
族
ご
と
に
1
人
の
訓
育

官
(
a
c
t
)
<
t
>
p
o
v
i
a
且
V
)
と
'
ま
た
全
て
の
エ
フ
エ
ー
ポ
イ
の
た
め
に
l

人
の
監
督
官
(
K
O
a
/
i
t
J
T
号
)
と
を
挙
手
で
選
出
す
る
。
(
2
)
」
「
彼
等

は
エ
フ
エ
ー
ポ
イ
を
集
め
'
ま
ず
神
殿
を
巡
っ
て
参
拝
L
t
次
に
ペ
イ

ラ
イ
エ
ウ
ス
へ
連
れ
て
い
-
。
そ
し
て
あ
る
老
た
ち
は
ム
ー
ニ
キ
ア
に
'

あ
る
者
た
ち
は
ア
ク
テ
I
に
駐
屯
す
る
。
そ
れ
か
ら
民
会
は
彼
等
の
た

め
の
2
人
の
教
練
係
{
n
o
a
d
o
x
p
i
B
烏
)
を
'
そ
し
て
重
装
歩
兵
戦
術
'

弓
の
射
方
'
投
げ
槍
の
投
げ
方
t
等
砲
の
撃
ち
方
を
教
え
る
教
師
た
ち

(
S
l
d
o
u
J
K
巴
o
v
q
)
と
を
挙
手
で
選
出
す
る
。
ま
た
各
々
の
訓
育
官
に

は
扶
養
費
と
し
て
1
日
-
ド
ラ
ク
マ
が
'
各
々
の
エ
フ
エ
ー
ポ
イ
に
は

4
オ
ボ
ロ
ス
が
支
給
さ
れ
る
。
各
々
の
訓
育
官
は
'
自
分
の
部
族
民
た

ち
か
ら
受
け
取
っ
た
金
を
持
っ
て
ア
ゴ
ラ
へ
出
か
け
'
皆
に
必
要
な
も

の
を
ま
と
め
て
買
い
　
(
と
い
う
の
は
彼
等
は
部
族
ご
と
に
共
食
し
た
か

ら
で
あ
る
)
'
他
の
全
て
の
こ
と
の
世
話
を
す
る
。
(
3
)
」
「
最
初
の
年

は
'
彼
等
は
以
上
の
よ
う
に
し
て
過
ご
す
。

b
e
　
第
二
年
日

(
1
4
)

次
の
年
は
'
劇
場
で
民
会
(
k
K
K
k
r
i
o
i
a
s
)
が
開
催
さ
れ
る
時
'
彼
等

は
自
分
た
ち
が
身
に
付
け
た
重
装
歩
兵
部
隊
と
し
て
の
資
質
を
民
衆
に

示
し
'
そ
し
て
ポ
リ
ス
か
ら
丸
盾
と
槍
の
支
給
を
受
け
る
。
そ
れ
か
ら

田
舎
を
巡
回
L
t
砦
で
時
を
過
ご
す
。
(
4
)
」
「
彼
等
は
2
年
間
駐
屯
す

る
が
'
そ
の
間
軍
衣
を
着
用
L
t
あ
ら
ゆ
る
税
を
免
除
さ
れ
る
。
ま
た

訴
訟
を
受
け
る
こ
と
も
起
こ
す
こ
と
も
出
来
な
い
。
と
い
う
の
は
彼
等

の
任
務
か
ら
逃
れ
る
口
実
を
な
く
す
た
め
で
あ
る
。
但
し
、
財
産
相
続

と
女
相
続
人
に
関
す
る
こ
と
と
'
氏
族
の
神
官
職
に
就
く
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
は
な
い
。
以
上
の
2
年
が
終
了
し
て
や
っ
と
、
彼
等
は
残
り

の
諸
権
利
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
(
5
)
」

以
上
の
記
述
か
ら
'
エ
フ
エ
ー
ビ
ア
と
は
'
合
法
的
な
結
婚
か
ら
生

ま
れ
た
自
由
人
で
1
8
歳
に
達
し
た
青
年
を
区
と
評
議
会
が
審
査
し
て

区
民
名
簿
に
登
録
す
る
と
い
う
市
民
登
録
'
そ
し
て
そ
れ
と
直
結
し
た

ポ
リ
ス
に
よ
る
青
年
た
ち
の
軍
事
訓
練
の
こ
と
で
あ
る
。
青
年
の
訓
鎌

と
い
う
意
味
で
の
起
源
は
古
く
'
恐
ら
く
重
装
歩
兵
以
前
に
ま
で
遡
る

(
2
)

と
思
わ
れ
る
が
'
『
ア
テ
-
ナ
イ
人
の
国
制
.
l
に
見
え
る
よ
う
な
制
度

と
し
て
の
起
源
は
'
前
3
3
8
年
の
カ
イ
ロ
ネ
イ
ア
に
お
け
る
敗
北
の

(
1
6
)

後
も
　
お
そ
ら
く
前
3
3
6
!
5
年
頃
で
あ
り
'
そ
の
目
的
は
リ
ユ
ク
ル
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前4世紀におけるアテーナイ植民者の市民権(前野)

ゴ
ス
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
た
市
民
軍
の
再
建
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

(S)

い
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
期
に
入
っ
て
軍
事
的
な
性
格

(S)

か
ら
教
育
的
な
性
格
へ
と
変
質
し
て
い
く
が
ヘ
　
ア
テ
-
ナ
イ
を
中
心
と

し
て
全
ギ
リ
シ
ア
に
普
及
し
'
帝
政
期
ま
で
至
る
所
で
似
た
制
度
が
見

(
5
1

ら
れ
た
。
ア
ッ
テ
ィ
カ
に
住
む
青
年
で
あ
れ
'
植
民
市
に
住
む
青
年
で
あ
れ
'

市
民
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
を
欲
す
る
も
の
は
皆
'
区
民
総
会
と
評
議
会

に
よ
る
審
査
に
合
格
し
て
区
民
名
簿
に
登
録
さ
れ
'
国
家
の
課
す
2
年

間
の
軍
事
訓
練
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
エ
フ
エ
ー
ビ
ア
を
現
行
の
国
制
と
し
て
紹
介
し
た
『
ア
テ
-
ナ

s

イ
人
の
国
制
)
)
が
書
か
れ
た
の
が
前
3
2
8
!
7
年
頃
で
あ
り
'
彼
の

エ
フ
ェ
-
ボ
ス
時
代
が
前
3
2
4
年
の
夏
か
ら
前
3
2
2
年
の
夏
ま
で

<S)

な
の
で
'
上
記
の
記
述
は
正
に
エ
ビ
ク
ー
ロ
ス
が
経
験
し
た
制
度
と
い

(
S

う
こ
と
に
な
る
。

3
'
抵
抗
と
し
て
の
エ
フ
エ
ー
ビ
ア

エ
フ
エ
ー
ピ
ア
の
果
た
し
た
機
能
は
'
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
市
民
登
録
と
軍
事
訓
練
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
エ
フ
ェ
-
ど

ア
を
ポ
リ
ス
の
拡
大
に
対
す
る
抵
抗
と
し
て
位
置
付
け
'
そ
れ
が
持
つ

市
民
問
の
相
識
性
を
強
化
す
る
機
能
'
及
び
市
民
に
一
層
ポ
リ
ス
を
意

識
さ
せ
る
機
能
に
注
目
し
た
い
。

ま
ず
'
市
民
登
録
を
希
望
す
る
青
年
は
'
例
え
植
民
者
で
あ
っ
て
も
'

父
の
所
属
す
る
区
の
区
民
総
会
に
実
際
に
赴
い
て
'
そ
こ
で
資
格
審
査

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
場
に
は
恐
ら
-
フ
ラ
ト
リ
ア

L

2

J

の
成
員
た
ち
も
立
ち
合
っ
た
で
あ
ろ
う
。
審
査
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
進
め
ら
れ
た
か
は
判
ら
な
い
が
'
面
識
に
よ
る
認
知
、
証
人
に
よ
る

証
言
が
重
要
な
決
め
手
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き

(S)
る
。こ
の
よ
う
な
審
査
に
合
格
し
た
エ
フ
ェ
-
ポ
イ
は
.
'
第
一
年
目
の
行

事
と
し
て
二
へ
イ
ラ
イ
エ
ケ
ス
港
の
ム
ー
二
も
ア
と
ア
ク
テ
I
の
砦
に

分
か
れ
て
駐
屯
L
t
そ
こ
を
守
備
し
っ
.
つ
'
彼
等
の
父
親
た
ち
か
ら
ポ

リ
ス
を
守
る
た
め
の
様
々
な
訓
練
を
受
け
た
。
彼
等
は
'
部
族
毎
に
組

織
さ
れ
'
部
族
毎
に
共
食
し
た
。
か
つ
て
何
ら
か
の
祭
の
際
に
同
じ
部

族
民
と
し
て
面
識
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
'
共
に
汗
を
流
し
'
語

り
'
寝
食
を
共
に
し
て
、
彼
等
は
'
ポ
リ
ス
の
直
接
の
下
部
組
織
で
あ

る
部
族
民
と
し
て
の
面
識
と
共
属
意
識
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
間
に
青
年
た
ち
は
父
親
た
ち
か
ら
'
ポ
リ
ス
と
は

何
か
'
ポ
リ
ス
市
民
と
は
何
か
を
厳
し
-
教
わ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ

れ
と
同
時
に
実
際
に
ポ
リ
ス
防
衛
の
任
務
に
就
-
こ
と
に
よ
っ
て
自
分

が
守
る
べ
き
ポ
リ
ス
を
一
層
強
-
意
識
し
た
で
あ
ろ
う
。

ア
テ
-
ナ
イ
の
全
市
民
が
互
い
に
知
り
合
う
と
い
う
こ
と
は
そ
も
そ

(
2
5
)

も
不
可
能
で
あ
っ
た
が
'
そ
れ
で
も
エ
フ
ェ
-
ビ
ア
の
訓
練
の
中
で
そ

れ
を
作
り
出
そ
う
と
す
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
ま

ず
第
二
年
目
の
行
事
と
し
て
の
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
劇
場
に
お
け
る
エ
フ

エ
ー
ポ
イ
の
閲
兵
式
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
そ
こ
で
民
会
が
開
催
さ

れ
る
と
き
に
併
せ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
'
少
な
く
と
も
ア
テ
-

(Si

ナ
イ
市
或
い
は
そ
の
周
辺
に
住
む
何
千
人
も
の
市
民
が
'
将
来
を
背
負

っ
て
立
つ
若
者
立
ち
の
顔
を
頼
も
し
-
見
守
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
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箆
等
が
・
f
*
リ
ス
か
ら
受
け
取
っ
た
九
盾
と
槍
は
'
ポ
リ
ス
の
象
徴
と
言

え
る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
エ
フ
ェ
-
ポ
イ
は
一
目
で
そ
れ
と
分
か
る

ク
ラ
ミ
ュ
ス
と
い
う
黄
色
の
制
服
と
ペ
タ
ソ
ス
と
い
う
フ
ェ
ル
ト
製
の

S
)

制
帽
を
身
に
付
け
'
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
地
方
を
巡
回
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
彼
等
は
'
民
会
に
出
席
す
る
機
会
の
少
な
い
田
舎
の
市
民
に
も

面
識
を
作
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
に
ア
ッ
テ

ィ
カ
と
い
う
ポ
リ
ス
の
領
土
を
身
を
持
っ
て
体
験
し
'
意
識
し
た
こ
と

3
)

で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
'
エ
フ
エ
ー
ビ
ア
に
お
い
て
は
、
区
'
フ
ラ
ト
リ
ア
'

部
族
'
ア
テ
-
ナ
イ
'
ア
ッ
テ
ィ
カ
と
い
う
様
々
な
レ
ベ
ル
で
'
面
識

と
ポ
リ
ス
意
識
と
が
築
か
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
エ

ビ
ク
ー
ロ
ス
も
加
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
'
前
4
世
紀
末
に
お
い
て
は
、

そ
れ
が
さ
ら
に
植
民
市
に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

読
(
-
0
 
D
i
o
g
.
甘
e
r
t
.
1
0
.
1
.
試
訳
に
付
さ
れ
た
(
　
)
内
の
年
代
は
筆
者
の

註
。
小
稿
で
は
t
 
L
o
e
b
C
l
a
s
s
i
c
a
l
L
i
b
r
a
r
y
,
D
i
o
g
e
n
e
s
L
a
e
r
t
i
u
s
I
I

w

i

t

h

a

n

E

n

g

l

i

s

h

 

T

r

a

n

s

l

a

t

i

o

n

b

y

R

.

D

.

H

i

c

k

s

,

L

o

n

d

o

n

,

1

9

5

0

.

の

テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
'
加
釆
彰
俊
訳
'
『
ギ
リ
シ
ア
哲
学
者
列
伝
(
下
)
』
'

第
1
巻
'
第
1
章
「
エ
ピ
ク
ロ
ス
」
'
岩
波
文
庫
t
 
r
-
t
o
s
a
-
*
r
年
の
訳

文
を
参
照
し
た
。

(
2
)
　
サ
モ
ス
は
小
ア
ジ
ア
の
沖
に
浮
か
ぶ
大
き
な
島
で
、
島
全
体
が
一
つ

の
ポ
リ
ス
を
成
し
て
い
た
。
サ
モ
ス
は
前
4
0
4
年
ま
で
デ
ロ
ス
同
盟

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
ア
テ
-
ナ
イ
に
忠
誠
を
尽
く
し
た
が
'
前
3
7
7

年
の
第
二
次
ア
テ
-
ナ
イ
海
上
同
盟
に
は
参
加
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
前
3
6
6
年
に
始
ま
る
テ
ィ
モ
テ
オ
ス
の
侵
略
を
受
け
t
.
1
0
カ
月

間
の
包
囲
攻
撃
の
後
'
前
3
6
5
年
の
冬
ア
テ
-
ナ
イ
に
よ
っ
て
征
服

さ
れ
た
。
そ
し
て
前
3
6
5
!
4
年
に
反
ア
テ
-
ナ
イ
的
寡
頭
派
を
追

放
し
て
第
一
次
植
民
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
再
び
同
盟
諸
市
に
対

す
る
悪
影
響
を
与
え
る
原
因
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
前
3
6
1
!
0
年
ニ

コ
フ
エ
ノ
ス
が
ア
ル
コ
ー
ン
の
時
に
第
二
次
植
民
が
'
前
3
5
2
!
1

年
ア
リ
ス
ト
デ
ー
モ
ス
が
ア
ル
コ
ー
ン
の
時
に
第
三
次
植
民
が
行
わ

れ
'
つ
い
に
ア
テ
-
ナ
イ
人
は
全
て
の
サ
モ
ス
人
を
追
放
し
て
島
を
独

占
し
て
し
ま
っ
た
　
(
M
.
W
a
g
n
e
r
,
Z
u
r
 
G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 
d
e
r
a
t
t
i
s
c
h
e
n

K
l
e
r
u
c
h
i
e
n
,
T
C
b
i
n
g
e
n
,
1
9
1
4
,
D
i
s
s
,
6
9
-
7
0
)
。
エ
ビ
ク
ー
ロ
ス
の

父
ネ
オ
ク
レ
ー
ス
が
サ
モ
ス
の
渡
っ
た
の
は
'
前
3
5
2
!
1
年
の
第

三
次
植
民
の
時
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
　
(
V
.
A
r
n
i
m
.
,
R
E
,

s
.
v
.
,
E
p
i
k
o
u
r
o
s
.
1
3
3
)
。

(
3
)
エ
ビ
ク
ー
ロ
ス
は
サ
モ
ス
で
生
ま
れ
た
と
見
て
間
違
い
　
(
V
.

A
r
n
i
m
.
o
p
.
t
i
t
.
,
1
3
3
)
-

(
4
)
　
彼
の
帰
国
の
年
代
に
つ
い
て
は
'
本
革
の
註
2
1
を
参
照
。

(
m
)
　
D
i
o
d
.
1
8
.
8
.
7
.
前
2
3
8
年
の
コ
リ
ン
ト
ス
に
お
け
る
同
盟
会
議

で
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
サ
モ
ス
が
ア
テ
-
ナ
イ
の
も
の
で
あ
る
こ
と

を
l
承
認
し
た
が
'
前
3
2
3
年
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
死
に
伴
っ
て

ラ
ミ
ア
戦
争
が
起
こ
り
'
前
3
2
2
年
の
夏
に
は
終
結
し
た
が
、
そ
の

平
和
条
約
で
ア
テ
-
ナ
イ
は
サ
モ
ス
を
失
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
時

か
つ
て
ア
テ
-
ナ
イ
人
に
よ
っ
て
追
放
さ
れ
て
い
た
サ
モ
ス
人
は
嶋
国

L
t
植
民
者
と
し
て
サ
モ
ス
に
渡
っ
て
い
た
ア
テ
ー
ナ
イ
人
は
追
放
さ

れ
た
　
(
W
a
g
n
e
r
,
o
p
.
c
i
t
,
6
9
-
7
0
)
。
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(
6
)
　
テ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
ニ
フ
エ
ル
テ
ィ
オ
ス
に
つ
い
て
は
'
彼
の
名
も
生
涯

も
ま
た
こ
の
作
品
が
書
か
れ
た
年
代
も
定
か
で
は
な
い
ら
し
い
が
へ
　
こ

の
作
品
が
サ
ト
ル
ニ
ノ
ス
に
触
れ
て
い
な
い
こ
と
を
上
限
'
新
プ
ラ
ト

ン
主
義
哲
学
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
こ
と
を
下
限
と
し
て
'
後
2
世

紀
後
半
か
ら
後
3
世
紀
前
半
の
頃
に
生
き
た
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
(
加
東
'
上
掲
書
の
解
説
'
3
5
6
-
3
5
8
)
。

(
7
)
　
メ
ー
ト
ロ
ド
-
ロ
ス
は
前
3
2
1
!
0
年
か
ら
前
2
7
8
!
7
年
の

人
(
D
e
r
K
訂
i
n
e
P
a
u
l
y
.
,
s
.
v
.
M
e
t
r
o
d
o
r
o
s
.
6
.
)
。
『
良
き
生
ま
れ
に

つ
い
て
.
)
と
は
コ
e
p
t
E
b
y
s
v
e
i
a
の
こ
と
。

(
8
)
　
へ
-
ラ
ク
レ
イ
デ
ー
ス
は
前
2
9
0
年
か
ら
前
3
1
0
年
頃
の
人

(
J
k
r
K
l
e
i
n
e
P
a
u
l
y
.
,
s
.
v
.
H
e
r
a
k
l
e
i
d
e
s
.
)
。
リ
ー
テ
ィ
オ
ー
ン
は

前
2
世
紀
の
人
で
t
 
r
ソ
-
テ
ィ
オ
ー
ン
の
抜
粋
　
(
E
c
o
t
/
c
o
v
o
?

k
n
n
o
u
f
i
)
!
と
は
前
2
0
0
年
か
ら
前
1
7
0
年
の
問
に
編
纂
さ
れ
た

r
哲
学
者
た
ち
の
系
譜
(
S
i
a
S
o
x
d
i
 
t
S
v
<
j
>
i
X
o
a
6
<
t
>
c
o
v
)
』
の
こ
と

(
D
e
r
K
l
e
i
n
e
P
a
u
l
s
.
,
s
.
v
.
S
o
t
i
o
n
.
1
.
)
-

(
9
)
　
彼
が
サ
モ
ス
植
民
者
の
子
供
で
あ
っ
た
こ
と
は
'
古
代
に
お
い
て
も

よ
く
知
ら
れ
て
い
た
ら
し
-
、
前
1
世
紀
の
人
で
あ
る
ス
ト
ラ
ポ
ー
ン

(
s
t
r
a
b
o
.
1
4
.
1
.
1
8
)
　
や
キ
ケ
ロ
ー
(
C
i
c
.
d
e
n
a
t
d
e
o
.
1
.
2
6
)
も
そ

の
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

(
2
)
　
S
t
r
a
b
o
.
1
4
.
1
.
1
8
.
の
試
訳
。
「
ア
テ
I
ナ
イ
人
は
'
は
じ
め
に
は

将
軍
で
あ
る
べ
リ
ク
レ
ー
ス
と
彼
と
共
に
詩
人
の
ソ
フ
ォ
ク
レ
ー
ス
と

を
送
り
'
従
お
う
と
し
な
い
サ
モ
ス
人
を
包
囲
戦
に
よ
っ
て
苦
境
に
陥

れ
た
こ
と
も
あ
る
し
、
ま
た
後
に
は
自
分
た
ち
の
内
か
ら
c
S
o
o
0
人

の
ク
レ
ー
ル
I
コ
イ
を
送
り
出
し
た
こ
と
も
あ
る
が
'
そ
の
中
に
哲
学

者
で
あ
り
'
人
が
呼
ぶ
と
こ
ろ
で
は
教
師
で
も
あ
る
エ
ビ
ク
ー
ロ
ス
の

父
ネ
オ
ク
レ
ー
ス
が
い
た
。
彼
は
そ
こ
と
テ
オ
ス
と
で
育
て
ら
れ
'
そ

し
て
ア
テ
I
ナ
イ
で
エ
フ
エ
ー
ボ
ス
に
な
り
　
(
音
n
B
e
v
a
a
i

'
A
6
n
く
n
o
i
v
)
,
悲
劇
作
家
の
メ
ナ
ン
ド
.
ロ
ス
も
彼
と
1
緒
に
エ
フ
ェ
-

ボ
ス
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
」
こ
こ
で
は
「
彼
は
そ
こ
　
(
-

サ
モ
ス
)
と
テ
オ
ス
と
で
育
て
ら
れ
」
と
あ
る
の
は
'
彼
が
1
4
歳
ま

で
サ
モ
ス
で
育
て
ら
れ
、
1
1
歳
か
ら
1
7
歳
ま
で
当
時
有
名
な
テ
オ

ス
の
ナ
ウ
シ
フ
7
ネ
ス
の
学
校
で
学
ん
で
い
た
た
め
で
あ
る
　
(
V
.

A
r
n
i
m
.
o
p
.
c
i
t
.
、
1
3
3
.
)
。

(
3
)
　
サ
ラ
ミ
ー
ス
植
民
者
の
子
供
が
前
3
2
3
!
2
年
に
エ
フ
エ
ー
ボ
ス

に
な
っ
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
が
　
(
C
a
r
g
i
l
l
,
o
p
.
c
i
t
,
A
p
p
e
n
d
i
x

B
.
n
o
.
7
6
3
)
,
詳
細
は
判
ら
な
い
。

(
2
)
　
A
r
i
s
t
o
t
.
A
t
h
.
P
o
1
.
4
2
.
1
-
5
.
小
稿
で
l
は
t
 
L
o
e
b
 
C
l
a
s
s
i
c
a
l

L
i
b
r
a
r
y
,
A
r
i
s
t
o
t
l
e
 
X
X
 
A
t
h
e
n
i
a
n
 
C
o
n
s
t
i
t
u
t
i
o
n
,
E
u
d
e
m
i
a
n

E
t
h
i
c
s
,
V
i
r
t
u
e
s
a
n
d
 
V
i
c
e
s
 
T
r
a
n
s
l
a
t
e
d
b
y
H
.
R
a
c
k
h
a
m
,
L
o
n
-

d
o
n
,
1
9
8
1
の
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
'
村
川
堅
太
郎
訳
、
『
ア
テ
ナ
イ
人

の
国
制
』
'
岩
波
文
庫
'
-
C
)
c
o
o
の
訳
を
参
照
し
た
。

(
S
)
　
晶
c
 
n
o
X
i
x
e
i
c
n
;
と
い
う
語
は
'
第
4
2
章
に
の
み
で
は
な
く
　
こ

れ
以
下
全
て
の
章
に
か
か
る
の
で
'
一
律
に
「
国
制
」
と
訳
し
て
み
た
。

(
2
)
　
劇
場
と
は
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
劇
場
の
こ
と
(
村
川
'
上
掲
書
'
第
4

2
草
の
註
7
,
2
2
4
)
。

(
1
)
エ
フ
ェ
-
ビ
ア
の
起
源
に
つ
い
て
は
t
 
P
.
V
i
d
a
T
N
a
q
u
e
t
,
L
e

c
h
a
s
s
e
u
r
n
o
i
r
e
t
l
'
o
r
i
g
i
n
e
d
e
I
'
6
p
h
6
b
i
e
a
t
h
e
'
n
i
e
n
n
e
,
d
a
n
s
L
e

c
h
a
s
s
e
u
r
n
o
i
r
.
F
o
r
m
e
s
d
e
p
e
n
s
e
i
e
t
f
o
r
m
e
s
d
e
s
o
d
i
t
i
d
a
n
s
l
e

m
o
n
d
e
 
g
r
e
c
,
P
a
r
i
s
,
1
9
8
1
,
1
7
3
.
そ
の
英
訳
と
し
て
P
.
V
i
d
a
1
-

N
a
q
u
e
t
,
T
h
e
B
l
a
c
k
H
u
n
t
e
r
a
n
d
t
h
e
O
r
i
g
i
n
o
f
t
h
e
A
t
h
e
n
i
a
n

*



E
p
h
e
b
i
a
,
i
n
;
　
T
h
e
 
B
l
a
c
k
 
H
u
n
t
e
r
 
F
o
r
m
s
 
o
f
 
T
h
o
u
g
h
t
 
a
n
d

F
o
r
m
s
o
f
S
o
c
i
e
t
y
i
n
t
h
e
G
r
e
e
k
 
W
o
r
l
d
,
t
r
a
n
s
l
a
t
e
d
b
y
A
n
d
r
e
を

S
z
e
g
e
d
y
-
M
a
s
z
a
k
,
1
2
0
.

(
2
)
　
軍
事
訓
練
の
制
度
と
し
て
の
起
源
に
つ
い
て
は
'
前
5
世
紀
の
前
半

で
あ
る
と
さ
れ
る
が
　
(
C
.
P
J
I
J
k
i
d
i
s
,
H
i
s
t
o
i
r
e
d
e
I
'
i
p
h
i
b
i
e
a
t
t
i
q
u
e
.

d
e
s
o
r
i
g
i
n
e
s
A
3
1
a
v
a
n
t
J
-
C
,
P
a
r
i
s
,
1
9
6
2
,
7
8
.
)
,
『
ア
テ
I
ナ
イ

人
の
国
制
』
に
見
え
る
よ
う
な
制
度
と
し
て
の
起
源
は
'
前
3
6
6
!

5
年
頃
と
さ
れ
る
　
(
O
.
W
.
R
e
i
n
m
u
t
h
.
D
e
r
R
h
i
n
e
 
P
a
u
l
y
,
s
.
v
.
,

E
p
h
e
b
i
a
,
2
8
8
.
)
。
こ
こ
で
言
及
し
た
起
源
論
に
つ
い
て
は
'
村
川
へ

上
掲
書
へ
　
第
4
2
章
の
註
i
n
 
c
q
c
^
^
*
<
に
簡
潔
に
ま
と
め
て
あ
る
。

(
1
)
　
エ
フ
エ
ー
ビ
ア
の
目
的
に
つ
い
て
は
t
 
C
.
M
o
s
s
6
,
D
i
c
t
i
o
n
a
i
r
e
 
d
e

l
a
 
c
i
v
i
l
i
s
a
t
i
o
n
 
g
r
e
q
u
e
.
s
.
v
.
,
6
p
h
6
b
i
e
,
B
r
u
x
e
l
l
e
s
,
1
9
9
2
,
1
9
6
.

(
1
)
　
エ
フ
エ
ー
ビ
ア
の
変
質
に
つ
い
て
は
t
 
T
h
a
l
h
e
i
m
,
R
E
,
s
.
v
.
,

.

E

一

昔

B

i

a

.

2

7

3

8

-

2

7

4

1

.

(
1
)
　
ア
テ
I
ナ
イ
以
外
の
エ
フ
エ
ー
ビ
ア
に
つ
い
て
は
t
 
J
.
O
e
h
l
e
r
,

R
E
,
s
.
v
.
,
'
E
<
A
亀
1
a
.
2
7
4
1
-
2
7
4
6
.

(
ァ
)
　
R
e
i
n
m
u
t
h
,
o
p
.
c
i
t
,
2
8
7
.

(
S
)
　
エ
ビ
ク
ー
ロ
ス
の
エ
フ
ェ
-
ボ
ス
時
代
が
西
暦
何
年
で
あ
っ
た
か
を

割
り
出
す
た
め
に
は
'
当
時
の
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
年
齢
の
数
え
方
を

考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
『
ア
テ
I
ナ
イ
人
の
国
制
』
の
「
1

8
歳
に
な
っ
た
ら
区
の
成
員
と
し
て
登
録
さ
れ
る
」
と
い
う
箇
所
の
1

8
歳
に
関
し
て
'
満
1
8
歳
と
す
る
説
と
数
え
の
1
8
歳
と
す
る
説
が

あ
る
が
　
(
T
h
a
l
h
e
i
m
,
o
p
.
c
i
t
.
s
.
v
'
'
E
書
f
l
i
c
*
.
2
7
3
8
)
"
通
説
は
満

1
8
歳
と
す
る
説
で
あ
る
　
(
村
川
'
上
掲
書
'
第
4
2
章
の
註
5
、
2

c
v
-
)
'
と
す
る
と
'
エ
ビ
ク
ー
ロ
ス
の
エ
フ
エ
ー
ボ
ス
時
代
は
'
3

4
1
か
ら
1
8
を
引
い
て
3
2
3
と
な
り
'
前
3
2
3
年
の
7
月
か
ら

前
3
2
1
年
の
7
月
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
'
デ
ィ
オ
ゲ

ネ
ス
が
引
用
し
た
ア
ポ
ロ
ド
I
n
ス
の
『
年
代
記
』
を
見
て
み
る
と

(
D
i
o
g
.
L
a
e
r
t
.
1
0
.
1
4
-
1
5
.
)
'
エ
ビ
ク
ー
ロ
ス
が
生
ま
れ
た
の
は
'
第

1
0
9
回
オ
リ
ム
ビ
ッ
ク
の
第
3
年
目
の
ガ
メ
-
リ
オ
ン
月
の
7
日
で

あ
る
か
ら
'
前
3
4
1
年
の
2
月
頃
に
当
た
る
。
彼
が
没
し
た
の
は
'

第
1
2
7
回
オ
リ
ム
ビ
ッ
ク
の
第
2
年
目
で
'
月
ま
で
は
分
か
ら
な
い

の
で
'
前
2
7
1
!
0
年
と
い
う
こ
と
に
し
て
お
こ
う
。
そ
し
て
彼
が

7
2
歳
で
没
し
た
と
は
っ
き
り
記
さ
れ
て
い
る
。
現
代
の
様
に
満
年
齢

と
し
て
計
算
す
る
と
'
2
4
1
か
ら
7
2
を
引
い
て
2
6
9
に
な
り
'

彼
の
没
年
よ
り
1
年
遅
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
1
年
の
ず
れ
は
'
当
時

の
年
齢
が
数
え
年
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
も

し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
'
彼
が
数
え
の
1
8
歳
に
な
っ
た
年
は
、
前
3
2

1
年
の
2
月
と
な
る
か
ら
'
彼
の
エ
フ
エ
ー
ボ
ス
時
代
は
'
前
3
2
4

年
の
7
月
か
ら
前
3
2
2
年
の
7
月
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(
2
)
　
『
ア
テ
-
ナ
イ
人
の
国
制
J
I
に
記
さ
れ
た
よ
う
な
エ
フ
エ
ー
ビ
ア
は

長
続
き
せ
ず
'
前
3
2
2
年
の
ラ
ミ
ア
戦
争
の
後
の
寡
頭
政
の
樹
立
と

と
も
に
変
質
し
、
以
後
o
)
0
0
0
人
の
能
動
的
市
民
の
子
弟
に
の
み
限

定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
　
(
P
<
5
1
<
5
k
i
d
i
s
,
o
p
.
c
i
t
.
,
1
5
5
-
1
5
7
.
)
-
従
っ

て
'
エ
ビ
ク
ー
ロ
ス
の
エ
フ
ェ
-
ボ
ス
時
代
は
、
教
妙
な
時
期
に
当
た

り
'
も
し
数
え
年
の
計
算
が
正
し
け
れ
ば
t
 
r
ア
テ
-
ナ
イ
人
の
国
利
」

に
記
述
さ
れ
た
制
度
の
最
後
の
時
期
に
当
た
る
。

(
S
3
)
　
フ
ラ
ト
リ
ア
の
入
籍
は
1
5
歳
の
時
'
毎
年
枕
に
行
わ
れ
る
ア
バ
ト

ゥ
リ
ア
祭
の
第
3
日
目
に
行
わ
れ
る
。
エ
ビ
ク
ー
ロ
ス
は
こ
の
た
め
に

ア
テ
I
ナ
イ
に
嶋
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
そ
の
こ
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と
を
伝
え
る
史
料
は
な
い
。
で
は
帰
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
点
は
重
要
で
は
あ
る
が
'
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
お
わ
り
に
で

見
る
よ
う
に
'
彼
が
正
式
な
市
民
と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
噂

が
こ
の
こ
と
と
関
係
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

(
2
)
　
こ
の
こ
と
は
'
共
和
致
末
期
の
B
I
マ
に
お
け
る
市
民
登
録
と
比
較

し
た
場
合
'
都
市
の
中
間
団
体
に
成
員
総
会
も
資
格
審
査
の
機
能
も
な

く
、
5
年
に
一
度
現
地
の
役
人
が
家
長
の
申
告
を
受
け
、
そ
れ
を
ケ
-

ン
ソ
ル
に
送
付
し
て
登
録
す
る
と
い
う
ロ
ー
マ
の
間
接
的
手
続
き
と
は

大
き
な
違
い
で
あ
っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ロ
ー
マ
の
市
民
登
録

に
つ
い
て
は
'
島
田
誠
'
「
ロ
ー
マ
市
民
田
」
'
弓
削
達
・
伊
藤
貞
夫
編
t

r
ギ
リ
シ
ア
と
ロ
ー
マ
.
r
　
河
出
書
房
新
社
'
1
9
8
8
,
5
6
を
参
照
。

(
2
)
　
例
え
ば
'
ブ
ル
ー
タ
ル
コ
ス
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
　
(
P
l
u
t
.

ゝ
r
i
s
t
e
i
d
.
7
.
)
'
ア
リ
ス
テ
イ
デ
ー
ス
が
「
正
義
の
人
」
と
し
て
も
て

は
や
さ
れ
た
の
を
妬
ん
だ
田
舎
者
が
'
本
人
と
は
知
ら
ず
に
陶
片
に
ア

リ
ス
テ
イ
デ
ー
ス
と
書
い
て
く
れ
と
頼
ん
だ
と
い
う
。
単
な
る
エ
ピ

ソ
ー
ド
で
あ
る
が
'
ポ
リ
ス
に
お
い
て
そ
れ
ほ
ど
有
名
な
人
物
で
さ
れ

も
'
漢
を
知
ら
な
い
者
が
た
く
さ
ん
い
た
の
が
現
実
で
あ
っ
た
よ
う
で

ESSf

(
2
)
　
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
劇
場
の
収
容
人
員
は
,
-
H
t
-
0
0
0
人
か
ォ
」
*
C
M
O

o
o
0
人
　
(
村
田
数
之
売
、
r
私
の
ギ
リ
シ
ア
.
L
t
　
新
潮
選
書
'
1
9
7
8
,

1
9
7
.
)
。

(
S
3
)
　
ま
た
彼
等
は
馬
に
乗
っ
て
市
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
た
た
め
に
'
「
巡

察
隊
(
n
e
p
m
d
X
o
i
)
」
と
呼
ば
れ
た
。

(
2
)
　
エ
フ
ェ
I
ポ
イ
の
菅
の
碑
文
は
幾
つ
か
出
土
し
て
い
る
が
'
そ
の
中

で
彼
等
は
誓
約
履
行
を
監
視
し
'
違
反
者
を
制
裁
す
る
者
と
し
て
神
々

と
半
神
の
名
を
挙
げ
'
こ
れ
に
続
い
て
小
麦
'
大
麦
'
ブ
ド
ウ
、
イ
チ

ヂ
ク
、
オ
リ
ー
ブ
、
に
並
ん
で
祖
国
の
国
境
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
　
(
局

場
恵
二
t
 
r
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
栄
光
J
l
t
　
《
ビ
ジ
ュ
ア
ル
版
》
世
界

の
歴
史
3
'
講
談
社
'
1
9
8
0
,
3
2
-
3
3
.
)
-
こ
の
こ
と
か
ら
も
彼
等
が
国

境
と
い
う
も
の
を
虫
く
意
識
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
'

エ
フ
エ
ー
ポ
イ
の
生
活
に
.
つ
い
て
は
'
太
田
秀
通
'
『
ポ
,
リ
ス
の
市
民

生
活
J
I
.
生
活
の
世
界
歴
史
3
'
河
出
書
房
新
社
'
新
装
版
'
1
9
8
3
,

6
8
-
7
3
.
に
詳
し
い
。

お
わ
り
に
　
-
　
抵
抗
の
限
界

最
後
に
'
今
ま
で
考
察
し
て
き
た
ポ
リ
ス
の
拡
大
に
対
す
る
抵
抗
の
限

界
に
つ
い
て
考
察
し
て
結
論
と
し
よ
う
。
デ
ィ
オ
ゲ
ネ
ス
に
よ
れ
ば
'

(
-
)

エ
ビ
ク
ー
ロ
ス
に
は
様
々
な
悪
評
が
付
き
ま
と
っ
て
い
た
ら
し
い
。
例

え
ば
'
犬
の
よ
う
に
恥
知
ら
ず
で
最
も
育
ち
の
悪
い
者
'
惨
め
な
給
金

も
ら
い
、
遊
女
と
の
同
棲
'
5
0
通
も
の
淫
ら
な
恋
文
へ
　
お
べ
っ
か
使

い
へ
　
快
楽
主
義
者
'
卑
狼
な
話
を
す
る
男
'
無
知
'
大
食
家
'
貧
弱
な

体
質
'
口
汚
い
男
'
等
な
ど
。
こ
れ
ら
が
事
実
か
ど
う
か
は
'
ヂ
ィ
オ

ゲ
ネ
ス
自
身
が
反
駁
し
た
よ
う
に
、
疑
わ
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
知

(
2
)

れ
な
い
が
t
.
そ
の
中
で
見
逃
せ
な
い
の
が
次
の
一
文
で
あ
る
。
「
彼
は

ま
た
合
法
の
市
民
(
&
c
T
T
O
V
)
　
で
は
な
い
と
テ
ィ
モ
ク
ラ
テ
-
ス
も
言

っ
て
い
る
し
、
へ
-
ロ
ド
ト
ス
も
『
エ
ビ
ク
ー
ロ
ス
の
エ
フ
ェ
-
ピ
ア

Q

に
つ
い
て
』
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
」
植
民
者
の
子
エ
ビ
ク
ロ
ー
ス
は
'

巌
し
い
審
査
と
訓
練
に
耐
え
て
晴
れ
て
ア
テ
-
ナ
イ
市
民
に
登
録
さ
れ

*



た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
こ
の
よ
う
な
悪
評

が
た
っ
た
の
は
、
彼
が
植
民
市
生
ま
れ
の
子
で
あ
り
'
子
供
の
時
か
ら

区
や
フ
ラ
ト
リ
ア
に
面
識
が
な
か
っ
た
た
め
に
'
何
か
う
さ
ん
臭
い
男

と
思
わ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
理
由
は
他
に
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
が
'
制
度
的
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
も
感
情
的
に
は
疎
外
さ
れ
た
'

植
民
者
の
子
の
市
民
登
録
の
実
態
と
、
ポ
リ
ス
の
拡
大
に
対
す
る
抵
抗

の
限
界
が
'
こ
の
証
言
か
ら
読
み
取
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

ア
テ
-
ナ
イ
は
前
5
世
紀
末
か
ら
前
4
世
紀
罷
半
に
か
け
て
の
'
母

市
と
植
民
市
と
を
切
り
離
そ
う
と
す
る
国
際
的
圧
力
に
対
抗
し
て
'
逆

に
植
民
市
と
の
統
合
を
促
進
し
'
ポ
リ
ス
と
し
て
は
言
わ
ば
肥
大
化
し

た
。
こ
の
肥
大
化
は
時
代
の
要
請
に
即
し
た
も
の
で
あ
り
'
そ
れ
な
り

の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
た
が
'
ポ
リ
ス
市
民
の
理
想
と
す
る
国

家
形
態
か
ら
は
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
エ
フ
エ
ー
ビ
ア
の

制
度
を
整
備
し
て
ポ
リ
ス
の
相
識
性
を
取
り
戻
す
努
力
が
さ
な
れ
た
。

し
か
し
こ
の
対
抗
措
置
も
十
分
な
効
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
前
4
世
紀
.
 
e
ア
テ
-
ナ
イ
は
'
ポ
リ
ス
の
肥
大
化
と

い
う
現
実
を
受
け
入
れ
な
耳
ら
'
同
時
に
'
小
さ
な
ポ
リ
ス
を
維
持
す

る
と
い
う
理
`
想
を
追
及
し
た
。
理
想
と
現
実
の
葛
藤
が
こ
こ
に
見
ら
れ

る
。
従
っ
て
当
時
の
ア
テ
-
ナ
イ
と
い
う
ポ
リ
ス
は
'
確
か
に
変
質
し

つ
つ
あ
っ
た
が
'
ポ
リ
ス
的
価
値
観
は
依
然
と
し
て
健
在
で
あ
っ
た
。

こ
の
意
味
に
お
い
て
'
ポ
リ
ス
は
未
だ
衰
退
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
と

評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
逆
に
言
え
ば
へ
　
こ
の
相
識
社
会
へ
の

執
着
が
'
ポ
リ
.
ス
を
ポ
リ
ス
以
上
の
も
の
に
止
揚
す
る
こ
と
を
妨
げ
た

(
4
)

一
つ
の
要
因
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

読
(
-
)

(
2
)

(
3
)

D
i
o
g
.
L
a
e
r
t
.
1
0
.
3
-
8
.

D
i
o
g
.
L
a
e
r
t
.
1
0
.
4
.

テ
ィ
モ
ク
レ
テ
-
ス
は
'
ラ
ム
プ
サ
コ
ス
の
メ
ー
ト
ロ
ド
-
ロ
ス
の

*

兄
で
'
は
じ
め
メ
ー
ト
ロ
ド
-
ロ
ス
と
同
様
に
エ
ビ
ク
ー
ロ
ス
の
弟
子

と
な
っ
た
が
'
ま
も
な
-
前
3
0
6
年
頃
に
エ
ビ
ク
ー
ロ
ス
が
ア
テ
ー

ナ
イ
へ
帰
国
し
た
の
を
き
っ
か
け
と
し
て
　
(
つ
ま
り
こ
れ
は
2
回
目
の

帰
国
)
'
彼
か
ら
離
れ
'
後
に
彼
の
説
を
批
判
す
る
よ
う
に
な
っ
た

(
H
.
D
o
m
e
,
D
e
r
R
h
i
n
e
P
a
u
l
y
,
s
.
v
.
,
T
i
m
o
k
r
a
t
e
s
.
5
.
)
-
へ
I

P
ド
ト
ス
は
'
エ
ビ
ク
ー
ロ
ス
の
弟
子
で
'
エ
ビ
ク
ー
ロ
ス
は
現
存
す

る
3
つ
の
手
紙
の
内
の
最
初
の
手
紙
を
彼
に
宛
た
　
(
E
.
G
.
S
c
h
ヨ
i
d
t
,

D
e
r
K
l
e
i
n
e
P
a
u
l
y
,
s
.
v
.
,
H
e
r
o
d
o
t
o
s
.
2
.
)
-

(
4
)
　
相
識
性
に
裏
付
け
さ
れ
た
こ
の
よ
う
な
人
的
結
合
は
'
仮
に
メ
ト
ロ

ネ
ジ
関
係
を
「
縦
の
人
的
結
合
」
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
「
横
の
人
的
結
合
」

.
と
呼
べ
る
か
も
知
れ
な
い
。

[
付
記
]

小
稿
は
平
成
7
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
奨
励
研
究
(
A
)
　
の
成
果
で
あ
る
。

(
広
島
大
学
文
学
部
)



marriage ties.
3 ) The magistrates who came from Ming-chou Mffl prefecture often contributed to the

local administration of Wen-chou. Officials from these two prefectures were also

cooperative in the political world of the Southern Sung dynasty.

Citizenship of Athenian Colonists
in the Fourth Century B. C.

by Hiroshi Maeno

In the fifth century B.C. athenian colonists had been called after the name of their

location by the Athenians for example "Lemnians" or "Imbrians". But at the beginning

of the fourth century B.C. the phrases were changed. They called themselves "Athe-
nians living on Lemnos" or "Athenians living on Imbros". In accordance with this the

Athenians began to call them "our citizens" and the colonies "our possessions". This

phenomenon indicating as if the metropolis and her colonies three days away by sea

united is remarkable as a transformation of polis.

In this paper the problem of transformation of polis will be discussed. Chapter 1.

deals with the reason why such a phenomenon occerred. In general, it has been said

that the colonists called "Lemnians" were expelled by Lysander in 404, and new col-

onists were sent, who were called "Athenians living on Lemnon". In fact, however, the

Lemnians remained and were separated from their mother city as autonomous polis.

Mother city and her colony were strongly linked by a rotation of land tenure. It was,

therefore, necessary not only for the Athenians but also the Lemnians to declare that the

colony was not a mere colony but a part of Attika. Chapter 2. clarifies the intimate rela-
tion between the metropolis and the colony. Chapter 3. tries to show what a reaction

against such a change of polis polis-citizen did. Here register of a son of colonist is

mainly examined. He was Epikouros the philosopher who had to go back to Athen for

that at the age of eighteen and to engage himself in two-year military service ephebie.

This is a institution of recognizing each citizen each other and polis. But this institution

did not function well. He was doubted as a pseudo-citizen.
The polis had to become big, but polis-citizen would have their ideal form of state

and society so called face to face society. The fourth century B.C. was a time of dilem-

ma.
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